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学校法人  群馬育英学園

広報委員会

群
馬
育
英
学
園中

村
義
寛

理
事
長

　

２
０
２
０
年
、令
和
２
年
の
新
春
を
迎
え
、謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
イ
ヤ
ー

で
あ
り
、昨
年
の
世
界
野
球
プ
レ
ミ
ア
12
の
日
本

代
表
の
優
勝
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本

開
催
の
成
功
と
日
本
代
表
の
躍
進
で
ラ
グ
ビ
ー
熱
、

ス
ポ
ー
ツ
熱
の
興
奮
が
冷
め
や
ら
ぬ
中
、56
年
ぶ

り
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
日
本
中
を
湧
き
立
た
せ
て
く
れ
る
こ

と
と
、期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、新
年
早
々

の
１
月
２
日
に
は
第
96
回
箱
根
駅
伝
に
育
英
大

学
陸
上
部
・
駅
伝
、主
将
２
年
生
の
外
山
結
選
手

が
関
東
学
連
代
表
と
し
て
５
区
の
山
登
り
を
快

走
し
ま
し
た
。
一
昨
年
、育
英
大
学
開
学
と
同

時
に
発
足
し
た
陸
上
部
・
長
距
離
駅
伝
は
１
年

目
が
部
員
４
名
、２
年
目
が
10
名
の
14
名
の
内
、

箱
根
駅
伝
予
選
会
に
出
場
で
き
る
基
準
タ
イ
ム

を
ク
リ
ア
ー
し
た
12
名
が
昨
年
10
月
26
日
に
立

川
駐
屯
地
・
昭
和
記
念
公
園
で
行
わ
れ
た
予
選

会
に
初
め
て
出
場
し
、好
タ
イ
ム
を
記
録
し
た
外

山
選
手
は
、予
選
会
を
突
破
し
て
本
大
会
に
出

場
す
る
10
校
以
外
の
大
学
か
ら
選
ば
れ
る
関
東

学
連
に
選
ば
れ
て
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、育
英

大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
も
昨
年
創
部
２
年
目
で
男

子
が
団
体
で
東
日
本
リ
ー
グ
２
部
で
優
勝
、入
れ

替
え
戦
で
防
衛
大
学
に
勝
利
し
、今
年
か
ら
１

部
リ
ー
グ
で
戦
い
ま
す
。

　

昨
年
の
第
１
０
１
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
の
前
橋
育
英
高
校
硬
式
野
球
部
の
出
場
、

今
回
の
前
橋
育
英
高
校
男
子
・
女
子
サ
ッ
カ
ー

部
・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
全
国
大
会
出

場
の
支
援
、応
援
支
援
の
募
金
に
際
し
ま
し
て
は
、

学
園
協
力
会
・
協
力
企
業
・
高
校
後
援
会
・
保
護

者
会
・
同
窓
会
・
退
職
者
の
会
・
学
園
教
職
員

等
々
、多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
群
馬
育
英
学
園
は
開
学
３
年
目
の

育
英
大
学
、育
英
短
期
大
学
、前
橋
育
英
高
等

学
校
を
設
置
す
る
法
人
で
あ
り
、系
列
学
園
と

し
て
学
校
法
人
群
馬
英
数
学
舘
・
育
英
メ
デ
ィ
カ

ル
専
門
学
校（
鍼
灸
学
科
・
柔
道
整
復
学
科
）、学

校
法
人
中
村
学
園
・
大
利
根
育
英
幼
稚
園
・
朝

日
が
丘
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
化
や
、女
性
の
社
会
進
出
、核
家
族
化
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、各
市
町
村
で

も
子
供
を
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

の
整
備
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
り
、保
育
士
や
幼

稚
園
教
諭
の
需
要
は
益
々
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
社
会
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、育
英
大

学
、育
英
短
期
大
学
、前
橋
育
英
高
校
、そ
し
て

系
列
で
あ
る
育
英
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校
、中
村

学
園
が
よ
り
強
い
連
携
を
と
り
、各
分
野
に
お
け

る
有
能
な
人
材
を
輩
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

育
英
大
学
、育
英
短
期
大
学
、前
橋
育
英
高

等
学
校
と
も
に
、今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

少
子
化
に
あ
っ
て
も
、よ
り
一
層
の
改
革
に
よ
り

進
化
を
遂
げ
地
域
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
学
園
を

目
指
し
、一
致
協
力
し
て
邁
進
し
て
ゆ
く
所
存

で
す
。
今
後
と
も
関
係
各
位
の
更
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
申
し
上
げ
、こ
の
１
年
が
皆
様
に

と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
し
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

役
員
・
評
議
員

法
人
本
部

学
園
長※

 

中
村　

有
三

理
事
長 

中
村　

義
寛

理　

事※

（
大
学
・
短
大
学
長
） 

石
井　
　

學

理　

事※

（
高
校
校
長
） 

山
田　

耕
介

理　

事※
 

髙
山　
　

曻

理　

事※
 

佐
伯　

詔
一

理　

事※

（
法
人
本
部
長
） 

岩
川　

正
典

理　

事※

（
短
大
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科
長
・
教
授
） 

泉
水　

清
志

理　

事※

（
高
校
副
校
長
） 

金
子　

雅
人

理　

事（
短
大
特
任
教
授
） 

小
野
澤
正
喜

理　

事 

福
島　

英
人

理　

事 

前
田　
　

宏

監　

事 

代
田　

恭
之

監　

事 

富
岡　

政
明

評
議
員（
大
学
教
育
学
部
長
・
教
授
・
児
童
教
育
専
攻
長
） 

新
井　

保
幸

評
議
員（
高
校
教
頭
） 

神
山　

義
幸

評
議
員（
大
学
・
短
大
事
務
局
長
） 

岡
田　

紳
哉

評
議
員（
高
校
事
務
長
） 

武
田　

雅
彦

評
議
員（
総
務
部
長
） 

久
住　
　

洋

評
議
員 

新
井　

信
雄

評
議
員 

根
岸
美
智
代

評
議
員 

関
根　

映
一

評
議
員 

中
島　
　

篤

評
議
員 

北
條　

哲
成

評
議
員 

遠
山　

浩
二

評
議
員 

石
井　

晃
英

評
議
員 

大
塚
智
枝
子

評
議
員 

石
井　

昌
代

評
議
員 

髙
月
有
記
恵

評
議
員 

亦
野　

高
裕

評
議
員 

北
原　

崇
夫

大
学
・
短
期
大
学

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
長
・
教
授 

朝
岡　

正
雄

保
育
学
科
長
・
教
授 

松
本　
　

尚

学
生
支
援
部
長
・
准
教
授 

柳
川　

美
麿

図
書
館
長
・
幼
児
教
育
研
究
所
長
・
教
授 

関　
　

雅
夫

教
職
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授 

藤
島
喜
代
仁

管
理
課
長 

戸
澤　
　

勲

学
生
支
援
課
長 

中
井　

俊
一

学
生
支
援
課
長
補
佐 

嶌
津　

秀
一

教
務
課
長 

中
澤　

朋
弘

教
務
課
次
長 

平
澤　

精
人

入
試
広
報
課
長 

桂　

健
太
郎

総
務
部　

財
務
課
長 

伊
藤　

憲
康

総
務
部　

企
画
課
長
・
財
務
課
次
長 

髙
月　

広
喜

事
務
課
長
補
佐 

塚
田　
　

恵

高
等
学
校

※

は
評
議
員
兼
任

謹
賀
新
年

学園の主な行事日程

ご

挨

拶

■卒業研究発表会
 2月5日㊌

■学位授与式
 3月12日㊍

■Ⅳ類修学旅行  2月4日㊋ ～ 2月7日㊎　■学年末試験  2月25日㊋ ～ 2月28日㊎
■卒業式  3月2日㊊　■終業式  3月24日㊋　■学年末休業  3月25日㊌ ～
入試種別
学特Ⅱ期
一　　般

試 験 日 出　願　期　間 合格発表
 2月 1日㊏
 2月 1日㊏

 1月 20日㊊ ～ 1月 23日㊍
 1月 20日㊊ ～ 1月 23日㊍

 2月 5日㊌
 2月 5日㊌

◆入試日程

◆入試日程

◆入試日程

入試種別
ＡＯⅣ期
一般Ⅰ期
一般Ⅱ期

センター試験Ⅰ期
センター試験Ⅱ期
センター試験Ⅲ期

試 験 日 出　願　期　間 合格発表
 3月 26日㊍
 2月 6日㊍
 3月 16日㊊
 2月 18日㊋
 3月 5日㊍
 3月 26日㊍

 3月 11日㊌ ～ 3月 19日㊍
 1月 14日㊋ ～ 1月 30日㊍
 2月 27日㊍ ～ 3月 10日㊋
 1月 27日㊊ ～ 2月 10日㊊
 2月 12日㊌ ～ 2月 26日㊌
 3月 11日㊌ ～ 3月 19日㊍

 3月 26日㊍
 2月 13日㊍
 3月 19日㊍
 2月 21日㊎
 3月 9日㊊
 3月 26日㊍

入試種別
特待Ⅱ期
一般Ⅰ期
一般Ⅱ期
一般Ⅲ期

特別入学試験Ⅲ期
特別入学試験Ⅳ期
特別入学試験Ⅴ期

試 験 日 出　願　期　間 合格発表

合格発表正式出願期間出願許可者発表面 談 日エントリー期間入試種別

 2月 6日㊍
 2月 6日㊍
 3月 5日㊍
 3月 26日㊍
 2月 6日㊍
 3月 5日㊍
 3月 26日㊍

2月12日㊌～2月26日㊌ＡＯⅣ期 3月7日㊏～3月11日㊌3月5日㊍ 3月6日㊎ 3月13日㊎

 1月 14日㊋ ～ 1月 31日㊎
 1月 14日㊋ ～ 1月 31日㊎
 2月 12日㊌ ～ 2月 26日㊌
 3月 9日㊊ ～ 3月 19日㊍
 1月 14日㊋ ～ 1月 31日㊎
 2月 12日㊌ ～ 2月 26日㊌
 3月 9日㊊ ～ 3月 19日㊍

 2月 7日㊎
 2月 7日㊎
 3月 6日㊎
 3月 26日㊍
 2月 7日㊎
 3月 6日㊎
 3月 26日㊍

※ＡＯⅣ期は現代コミュニケーション学科のみ実施

前橋育英高等学校

育英短期大学

育英大学



学校法人 群馬育英学園

平成30年度 決算報告
　学園の平成30年度決算は、本年度5月28日（火）に開催された理事会において承認可決され、
続いて開催された評議員会に報告されました。平成30年度決算は下記のとおりです。

ぐ ん ま 育 英 令和2年（2020年）1月29日発行（2）第57号

資 金 収 支 計算 書
平成30年4月 1日より
平成31年3月31日まで （単位：円）

特別収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

その他の特別収入 0 29,069,039 ▲29,069,039
特別収入計 0 29,069,039 ▲29,069,039

収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

学生生徒等納付金収入 1,529,170,000 1,502,227,330 26,942,670
手数料収入 52,945,000 52,249,487 695,513
寄付金収入 77,399,000 95,008,005 ▲17,609,005
補助金収入 619,623,000 654,106,667 ▲34,483,667
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 21,572,000 23,177,100 ▲1,605,100
受取利息・配当金収入 216,000 115,633 100,367
雑収入 156,111,000 129,540,615 26,570,385
借入金等収入 53,000,000 53,000,000 0
前受金収入 174,930,000 163,867,000 11,063,000
その他の収入 1,140,770,000 1,273,965,258 ▲133,195,258
資金収入調整勘定 ▲166,040,000 ▲172,330,376 6,290,376
前年度繰越支払資金 1,198,066,986 1,198,066,986 0
収入の部合計 4,857,762,986 4,972,993,705 ▲115,230,719

特別収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

資産処分差額 0 6,001,063 ▲6,001,063
その他の特別支出 0 114,000 ▲114,000
特別支出計 0 6,115,063 ▲6,115,063
特別収支差額 0 22,953,976 ▲22,953,976

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
 0
［予備費］ 28,000,000  28,000,000
基本金組入前当年度収支差額 ▲61,564,000 ▲91,767,038 30,203,038
基本金組入額合計 ▲144,014,000 ▲172,951,415 28,937,415
当年度収支差額 ▲205,578,000 ▲264,718,453 59,140,453
前年度繰越収支差額 ▲3,356,698,341 ▲3,831,371,686 474,673,345
翌年度繰越収支差額 ▲3,562,276,341 ▲4,096,090,139 533,813,798
　（参考）
事業活動収入計 2,457,036,000 2,461,645,599 ▲4,609,599
事業活動支出計 2,518,600,000 2,553,412,637 ▲34,812,637

事 業 活 動 収 支 計算 書
平成30年4月 1日より
平成31年3月31日まで

教育活動収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

（単位：円）

教育活動収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

学生生徒等納付金 1,529,170,000 1,502,227,330 26,942,670
手数料 52,945,000 52,249,487 695,513
寄付金 77,399,000 81,773,728 ▲4,374,728
経常費等補助金 619,623,000 643,492,667 ▲23,869,667
付随事業収入 21,572,000 23,177,100 ▲1,605,100
雑収入 156,111,000 129,540,615 26,570,385
教育活動収入計 2,456,820,000 2,432,460,927 24,359,073

教育活動外収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

受取利息・配当金 216,000 115,633 100,367
教育活動外収入計 216,000 115,633 100,367

人件費 1,689,429,000 1,659,738,581 29,690,419
教育研究経費 662,218,000 688,910,189 ▲26,692,189
管理経費 138,116,000 197,332,313 ▲59,216,313
徴収不能額等 0 440,620 ▲440,620
教育活動支出計 2,489,763,000 2,546,421,703 ▲56,658,703
教育活動収支差額 ▲32,943,000 ▲113,960,776 81,017,776

教育活動外収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

借入金等利息 837,000 875,871 ▲38,871
教育活動外支出計 837,000 875,871 ▲38,871
教育活動外収支差額 ▲621,000 ▲760,238 139,238
経常収支差額 ▲33,564,000 ▲114,721,014 81,157,014

支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

人件費支出 1,689,429,000 1,683,364,611 6,064,389
教育研究経費支出 475,161,000 499,645,219 ▲24,484,219
管理経費支出 133,110,000 191,862,631 ▲58,752,631
借入金等利息支出 837,000 875,871 ▲38,871
借入金等返済支出 32,292,000 32,292,000 0
施設関係支出 89,151,000 74,668,240 14,482,760
設備関係支出 90,553,000 91,439,040 ▲886,040
資産運用支出 0 4,326,020 ▲4,326,020
その他の支出 1,177,959,000 1,207,474,545 ▲29,515,545
予備費 28,000,000 0 28,000,000
資金支出調整勘定 ▲27,587,000 ▲14,139,196 ▲13,447,804
翌年度繰越支払資金 1,168,857,986 1,201,184,724 ▲32,326,738
支出の部合計 4,857,762,986 4,972,993,705 ▲115,230,719

管理経費 7.7%

教育研究
経費 27.0%

人件費 65.0%

雑収入 5.3%
付随事業収入 0.9%

経営費等
補助金 26.1%

寄付金 4.1%

手数料 2.1%

学生生徒等
納付金 61.0%

支出

収入

平成30年度 事業活動収支構成比率



ぐ ん ま 育 英 第57号（3）令和2年（2020年）1月29日発行

貸 借 対 照 表
平成31年3月31日現在 （単位：円）

資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

固定資産 7,691,528,919 7,740,851,002 ▲49,322,083
　有形固定資産 7,653,880,739 7,683,402,412 ▲29,521,673
　　土地 3,161,760,184 3,161,760,184 0
　　建物 3,604,163,169 3,723,358,854 ▲119,195,685
　　構築物 230,634,064 207,448,428 23,185,636
　　教育研究用機器備品 321,853,672 289,403,639 32,450,033
　　管理用機器備品 27,562,700 25,660,029 1,902,671
　　図書 245,352,159 240,867,789 4,484,370
　　車輌 38,554,791 34,903,489 3,651,302
　　建設仮勘定 24,000,000 0 24,000,000
　特定資産 736,020 24,362,050 ▲23,626,030
　　退職給与引当特定預金 736,020 24,362,050 ▲23,626,030
　その他の固定資産 36,912,160 33,086,540 3,825,620
　　電話加入権 1,963,507 1,963,507 0
　　保険積立金 12,271,343 8,681,543 3,589,800
　　敷金 1,249,000 1,054,000 195,000
　　貸付金 21,269,000 21,269,000 0
　　その他預託金 159,310 118,490 40,820
流動資産 1,226,451,436 1,245,387,701 ▲18,936,265
　現金預金 1,201,184,724 1,198,066,986 3,117,738
　未収入金 12,327,216 32,605,381 ▲20,278,165
　有価証券 724,039 723,839 200
　前払金 9,748,060 8,570,501 1,177,559
　仮払金 2,467,397 5,420,994 ▲2,953,597
資産の部合計 8,917,980,355 8,986,238,703 ▲68,258,348

負債の部
科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

固定負債 　207,209,424 246,826,746 ▲39,617,322
　長期借入金 　96,432,000 88,415,000 8,017,000
　退職給与引当金 　736,020 24,362,050 ▲23,626,030
　長期未払金 　110,041,404 134,049,696 ▲24,008,292
流動負債 　515,038,267 451,912,255 63,126,012
　短期借入金 　44,983,000 32,292,000 12,691,000
　未払金 　33,493,678 36,381,982 ▲2,888,304
　前受金 　163,889,500 161,447,500 2,442,000
　預り金 　272,672,089 221,790,773 50,881,316
負債の部合計 722,247,691 698,739,001 23,508,690
純資産の部

基本金 　12,291,822,803 12,118,871,388 172,951,415
　第1号基本金 　12,146,822,803 11,973,871,388 172,951,415
　第4号基本金 　145,000,000 145,000,000 0
繰越収支差額 ▲4,096,090,139 ▲3,831,371,686 ▲264,718,453
　翌年度繰越収支差額 ▲4,096,090,139 ▲3,831,371,686 ▲264,718,453
　　純資産の部合計 8,195,732,664 8,287,499,702 ▲91,767,038
　負債及び純資産の部合計 8,917,980,355 8,986,238,703 ▲68,258,348

平
成
30
年
度 

賃
借
対
照
表

負債・純資産の部

固定負債 2.7%
基本金・
繰越収支差額 92%

流動負債 0.5%

資産構成比率

固定資産 86%流動資産 14%

1. 重要な会計方針

（2）その他の重要な会計方針

（1）引当金の計上基準

2. 重要な会計方針の変更等

3. 減価償却額の累計額の合計額 4,562,580,257円

4. 徴収不能引当金の合計額 0円

5. 担保に供されている資産の種類および額

土　　地 2,405,914,057円
建　　物 2,915,531,163円

第4基本金に相当する資金を有しており、該当しない。

6. 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行う
 こととなる金額 72,371,096円

7. 当該会計年度の末日において第4号基本金に相当する資金を
 有していない場合のその旨と対策

8. その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項

■属　　性 役員及びその近親者が議決権の
  過半数を所有している会社

■役員法人等の名称 上毛資源株式会社

■住　　所 前橋市高井町

■資本金又は出資金 50,000,000円

■事業の内容又は職業 廃棄物処理・清掃業務会社経営

■関係内容
 役員の兼任等 兼任1名
 事業上の関係 廃棄物処理・清掃業務契約

■取引の内容 校内廃棄物処理及び清掃委託（注1）

■取引金額 13,415,760円

（2）関連当事者との取引

（1） 通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている
 所有権移転外ファイナンス・リース

● 平成21年4月1日以降に開始したリース取引

2,435,281円
2,168,140円

5,821,631円
3,785.253円

リース資産の種類

教育研究機器備品
管理用機器備品

リース取引 未経過リース料残高

関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。

補助活動に係る収支については、総額表示している。
● 食堂その他教育活動に付随する活動に係る収支の表示方法

期末要支給額1,032,344,753円から公益財団法人群馬県私学
振興会（退職団体）よりの要交付額1,031,608,733円を控除し
た額736,020円全額を計上している。

（注1） 業務委託費については市場価格を勘案して一般的な
取引条件と同様に決定している。

● 退職給与引当金

預り金については、総額表示している。
● 預り金に係る収支の表示方法

未収入金等の徴収不能に備えるため、個別に見積もった    
徴収不能額を計上する事としている。

該当なし

● 徴収不能引当金

《注記》
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文
部
科
学
省
で
は
、し
っ
か
り
と
し
た

進
路
へ
の
意
識
や
進
学
意
欲
が
あ
れ
ば
、

家
庭
の
経
済
状
況
が
一
定
金
額
以
下
の

場
合
、大
学
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、

専
門
学
校
に
進
学
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を

確
保
で
き
る
よ
う
、令
和
２
年
４
月
か
ら

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
を
実
施

し
ま
す
。
平
成
29
年
12
月
の「
新
し
い
経

済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」、平
成
30
年
６
月

の「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
８（
い
わ
ゆ
る
骨
太
の
方
針
）」に

お
い
て
、意
欲
あ
る
子
供
た
ち
の
進
学
を

支
援
す
る
た
め
、授
業
料
・
入
学
金
の
免

除
ま
た
は
減
額
と
、返
還
を
要
し
な
い
給

付
型
奨
学
金
の
大
幅
拡
充
に
よ
り
、大
学
、

短
期
大
学
等
の
学
納
金
を
無
償
化
す
る

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
学
園
で
は
育
英
大
学
、育
英
短
期
大

学
双
方
で
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制

度
の
対
象
機
関
に
な
る
べ
く
、関
係
部
署

よ
り
申
請
を
行
い
昨
年
９
月
に
一
定
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
の
確
認
を
受
け
て

対
象
機
関
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

告
致
し
ま
す
。

高
等
教
育
の

 

修
学
支
援
新
制
度

●
池
下
工
業
㈱

●
㈱
小
林
タ
イ
ル

●
上
毛
資
源
㈱

●
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

 

関
東
設
備
㈱

●
㈱
勝
山
工
務
所

●
㈱
マ
エ
ダ
ス
タ
ジ
オ

●
小
林
工
業
㈱

●
㈲
イ
ワ
モ
ト

●
鹿
島
建
設
㈱

 

群
馬
営
業
所

●
上
毎
印
刷
工
業
㈱

●
㈱
前
橋
大
気
堂

●
㈱
関
電
工
群
馬
支
店

●
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
群
馬
㈱

●
㈱
山
田
冷
凍

●
中
央
群
馬
工
業
㈱

●
㈱
ニ
ッ
コ
ー

●
㈱
ヤ
マ
ト

●
宮
下
工
業
㈱

●
㈱
足
利
銀
行
前
橋
支
店

●
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ス
㈱

●
㈱
飯
野

●
井
上
ビ
ニ
ー
ル
㈱

●
㈱
イ
ソ
ベ
ス
ポ
ー
ツ

●
㈱
煥
乎
堂

●
関
東
ホ
ー
チ
キ
㈱

●
コ
ス
モ
石
油
販
売
㈱
環
境

 

・エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

 

関
東
支
社
高
崎
支
店

●
㈱
紀
伊
國
屋
書
店

 

さ
い
た
ま
営
業
所

●
㈱
群
馬
銀
行
竪
町
支
店

●
群
馬
振
興
㈱

●
㈲
群
馬
通
信
機
サ
ー
ビ
ス

●
㈱
群
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

●
㈱
詩
季
画
材

●
㈲
劔
堂

●
㈱
上
信
観
光
バ
ス

●
㈱
上
毛
新
聞
社

●
㈱
シ
ン
ド
ウ

●
㈱
ス
ズ
ラ
ン
前
橋
店

●
㈲
瀧
村
造
園

●
㈱
東
和
銀
行

 

本
店
営
業
部

●
㈱
登
利
平

●
㈱
中
島
プ
リ
ン
ト
商
会

●
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東

 

法
人
営
業
群
馬
支
店

●
日
本
包
装
シ
ス
テ
ム
㈱

●
㈱
日
本
旅
行 

高
崎
支
店

●
㈱
ぐ
ん
ま
安
全

 

教
育
セ
ン
タ
ー

●
前
橋
事
務
器
㈱

●
㈱
丸
二
ち
き
り
や

 

前
橋
支
店

●
Ｆ
Ｖ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

 

群
馬
支
店

●
㈱
水
本
園

●
㈱
メ
モ
リ
ー
ド

●
熊
井
戸
工
業
㈱

●
大
塚
製
薬
㈱

 

高
崎
出
張
所

●
㈲
松
田
製
パ
ン
所

●
㈱
大
信
工
業

●
シ
ス
テ
ム
・
ア
ル
フ
ァ
㈱

●
日
本
中
央
交
通
㈱

●
㈲
群
馬
プ
ロ
ゴ
ル
フ

 

シ
ョ
ッ
プ

●
城
田
興
業
㈱

●
ま
こ
ち
ゃ
ん
弁
当

●
㈲
大
寛
建
設

●
㈱
ヤ
マ
ニ
熱
工
業

●
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
㈱

 

高
崎
支
店

●
㈱
亦
野
建
築
設
計
事
務
所

●
旭
鉄
工
㈱

●
芝
入
印
刷
㈱

●
タ
チ
バ
ナ
自
動
車
工
業
㈱

●
㈱
Ｅ－コ
ネ
ク
ト

●
㈱
ヤ
マ
ザ
キ

●
ぷ
ら
ん
に
ん
ぐ
エ
ー
ス
㈱

●
㈱
ソ
ウ
ワ
・
デ
ィ
ラ
イ
ト

●
㈱
ア
イ
マ
ッ
ク
ス

●
㈱
赤
城
自
動
車
教
習
所

●
㈱
ヌ
ー
ド
ウ
エ
ア

●
フ
ジ
コ
ー
㈱

●
福
島
産
業
㈱

●
㈱
テ
ィ
エ
ス
ケ
イ

●
㈱
塚
越
屋 

温
泉
宿

 

塚
越
屋
七
兵
衛
・
香
雲
館

●
壱
番
家

●
㈱
匠
美

●
あ
か
ぎ
信
用
組
合

●
㈱
八
木
造
園

●
㈲
ジ
ャ
ン
プ
ス
ポ
ー
ツ

●
㈱
前
橋
タ
イ
ヤ

 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
㈱
サ
ン
ワ

 

全
84
社

　

令
和
元
年
12
月
２
日（
月
）、群
馬
育
英

学
園
協
力
会
役
員
会
が
法
人
本
部
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
と
し
て
、

男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
出
場
、女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
選
手

権
大
会
出
場
、男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
出
場
の
応
援
協
力
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、協
力
会
分
目
標
額
を
５
，２
０
０
千

円
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、12
月
５
日（
木
）午
後
６
時
よ
り
、

群
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、協
力
会
忘
年
会

が
開
催
さ
れ
、学
園
関
係
者
を
含
め
て
71
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
小
島
秀
薫
会

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
中
村
有
三
学

園
長
、中
村
義
寛
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
男
子
監
督
の

山
田
耕
介
校
長
よ
り
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
、女
子
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の

募
金
に
つ
い
て
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
校
硬
式
野
球
部
荒
井
監
督
よ
り

夏
の
甲
子
園
出
場
の
際
に
か
か
る
多
大
な
る

ご
支
援
の
御
礼
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

学
園
の
教
育
諸
活
動
に
対
す
る
理
解
と
協

力
を
要
請
し
つ
つ
、午
後
８
時
過
ぎ
に
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

学
園
協
力
会 

〜
役
員
会
・
忘
年
会
〜

新しい 「給付型奨学金」 が

2020 年 4 月スタート !

学びたい気持ちを応援します

学生のみなさんへ



短
期
大
学
学
科
だ
よ
り

　

育
英
大
学
は
開
設
初
年
度
広
報
活

動
等
の
時
間
が
な
く
、学
生
募
集
に
苦

戦
し
ま
し
た
が
、今
年
度
は
入
学
定
員

を
ほ
ぼ
確
保
し
、来
年
度
は
十
分
に
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
教
職
員
を
始
め
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
す
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、私
立
大
学
の
存
在
理
由
は

「
建
学
の
精
神
」に
あ
る
こ
と
は
、今
さ

ら
申
し
上
げ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
で
す

が
、最
近
や
や
希
薄
化
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、今
日
で
は
想
像
を
絶
す

る
よ
う
な
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
、学

校
の
設
立
と
い
う
偉
業
を
な
し
遂
げ

た
開
設
者
に
今
一
度
想
い
を
馳
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
中
教
審
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
も
、私
立
大
学

は「
建
学
の
精
神
」に
基
づ
き
、多
様
性

に
富
み
独
創
的
な
教
育
研
究
を
担
っ
て

る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
本
学
の「
建

学
の
精
神
」は
公
正
、純
真
、奉
仕
、友

愛
で
、道
徳
心
を
持
つ
人
材
の
育
成
の

教
育
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、本
学
は「
建
学
の
精
神
」を
ふ

ま
え
な
が
ら
、授
業
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、主
体

的
な
学
び
を
進
め
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、学
生
が
能
動
的
に
学
び
、

倫
理
的
、社
会
的
能
力
、教
養
、知
識
、

経
験
を
含
め
た
汎
用
能
力
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
教
員
に
よ
る

一
方
的
な
指
導
で
は
な
く
、体
験
学
習

や
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、デ
ィ

ベ
ー
ト
、グ
ル
ー
プ
・ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を

通
し
て
主
体
性
を
涵
養
し
、変
化
す
る

社
会
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
材
の
養

成
に
努
め
ま
す
。

　

育
英
大
学
教
育
学
部
に
お
い
て
は
、

教
育
で
も
Ａ
Ｉ
の
導
入
が
言
わ
れ
て
い

る
中
に
あ
っ
て
教
育
現
場
の
抱
え
て
い

る
い
じ
め
や
、不
登
校
等
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
え
る

人
材
を
育
て
ま
す
。
専
攻
の
児
童
、

保
育
、ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
は
、ロ
ボ
ッ
ト

が
教
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
専
門
性
を

高
め
、あ
わ
せ
て「
建
学
の
精
神
」で

あ
る
道
徳
心
を
持
っ
た
教
育
指
導
者

の
養
成
に
努
め
ま
す
。

　

育
英
短
期
大
学
に
関
し
て
は
、構

造
的
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、県
内
に
お
い
て
は
育
短
と
し
て

知
名
度
と
伝
統
が
あ
り
、今
後
も
全

学
一
体
と
な
っ
て
、常
に
時
代
に
即

応
し
た
改
革
を
続
け
ま
す
。

　

保
育
学
科
に
つ
い
て
は
未
来
の
幼

児
教
育
を
担
う
深
い
専
門
性
と
確

か
な
実
践
力
を
持
っ
た
保
育
者
を
養

成
し
ま
す
。
さ
ら
に
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
ー
の
力
と
い
う
分
野
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
、強
み
を
持
っ
た
保
育
者
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
の
４

系
統
を
さ
ら
に
細
分
化
す
る
こ
と
を

検
討
中
で
す
。
ま
た
幼
小
接
続
に

向
け
て
の
対
応
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は

現
在
６
コ
ー
ス
制
で
各
専
門
分
野
を

学
ぶ
と
と
も
に
、進
路
希
望
に
応
じ
、

他
の
コ
ー
ス
の
科
目
も
受
講
で
き
る

幅
広
い
知
識
と
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
。
更
に
新
た
にｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
取

り
入
れ
た
講
座
の
開
設
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
基
礎
的
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
法
の
習
得
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
一
層
地
域
で
学
び
地
域
に

帰
る
と
い
う
地
域
に
寄
り
添
う
大
学

と
し
て
専
門
性
を
持
つ
人
材
の
育
成

に
努
め
ま
す
。
ご
支
援
下
さ
い
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
保
育
学
科
２
年
生
に
お
い
て
は
実

習
・
就
職
内
定
と
順
調
に
進
み
、残
り
は
卒

業
ま
で
の
単
位
取
得
が
無
事
終
了
す
る
こ

と
で
幼
稚
教
諭
免
許
と
保
育
士
資
格
が
取

得
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
国
家
資
格

を
使
用
し
て
90
％
以
上
の
学
生
が
認
定
こ

ど
も
園
・
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
に
就
職
す

る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
す
。
１
年
生
に
お

い
て
は
昨
年
の
11
月
に
初
め
て
の
観
察
実

習
が
終
了
し
、２
年
次
よ
り
専
門
的
な
保

育
内
容
の
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。
本
学
は

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
保
育
者
を
養
成
し
、

毎
年
の
よ
う
に
２
４
０
名
近
く
の
保
育
者

を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
近
年

で
は
保
育
者
不
足
が
叫
ば
れ
る
な
か
で
就

職
状
況
は
引
く
手
数
多
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、実
態
と
し
て
は
離
職
率
の
高
さ
や

過
酷
な
勤
務
実
態
な
ど
が
報
道
さ
れ
る
こ

と
な
ど
で
入
学
希
望
者
が
減
少
し
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背

負
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据

え
、保
育
者
養
成
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
教
職
員
一
同
、

夢
を
育
て
ら
れ
る
先
生
の
育
成
に
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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地
域
が
求
め
る
人
材
の

 

育
成
を
め
ざ
し
て

学生数

保育学科 455人

179人

大学教育学部

短期大学

152人

現代コミュニ
ケーション学科

育
英
大
学

育
英
短
期
大
学
だ
よ
り

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学

石
井 　

學

学
長

保育学科長

松本　尚

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
は
89
名
の
新
入
生
が
入
学
し
、

有
意
義
な
短
大
生
活
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、２
年
生
の
進
路
決
定
は
順
調
で
、

次
年
度
の
学
生
募
集
も
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同

様
に
推
移
し
て
お
り
、社
会
で
の
高
い
評
価

を
喜
び
、皆
様
方
の
ご
支
援
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
代
社
会
は
急
激
に
変
化
し
続
け
て
お

り
、短
期
大
学
は
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
教
育
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
近
年
、大
学
は

学
内
外
に
学
修
成
果
を
可
視
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、そ
の
達
成
度
に
よ
っ
て
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、６
つ
の
コ
ー
ス
の

専
門
的
知
識
や
観
点
か
ら
多
角
的
に
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
修
得
し
、そ
の
知

識
や
能
力
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
実
践
的
な
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、そ
の
達
成
度
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
前
橋
育
英
高
校
と
の
定

期
的
な
協
議
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
る
各
種

の
連
携
・
接
続
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、

育
英
大
学
と
も
協
力
し
な
が
ら
、群
馬
育

英
学
園
の
発
展
の
た
め
に
学
科
教
員
一同
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

変
わ
ら
ぬ
皆
様
方
の
ご
支
援
、ご
指
導
の
ほ

ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

泉水清志

現代コミュニ
ケーション学科長
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第
30
回
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、10
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）に

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、高
崎

市
流
通
セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
、キ
ッ
ク

ス
高
崎
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
か
ら
は
、大
学
生
・
短
大
生
合
同

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
男
子
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女

子
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
、バ
ド
ミ
ン
ト

ン
女
子
、硬
式
テ
ニ
ス
女
子
、ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
女
子
、フ
ッ
ト
サ
ル
男
子
、フ
ッ

ト
サ
ル
女
子
の
９
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
ま

し
た
。
両
日
、秋
晴
れ
に
も
恵
ま
れ
、参

加
学
生
達
は
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し

て
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
と
し
て
は
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
女
子
優
勝（
５
連
覇
）、フ
ッ
ト
サ
ル

女
子
優
勝
、硬
式
テ
ニ
ス
女
子
初
優
勝
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
準
優
勝
な
ど
参
加

チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
が
大
健
闘
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

学
内
と
は
ま
た
違
っ
た
緊
張
感
や
楽

し
さ
の
中
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
他
大

学
の
参
加
学
生
と
の
交
流
の
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
30
回
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加

〜
他
大
学
の
参
加
学
生
と
の
交
流
〜

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
教

育
学
部
は
開
設
二
年
目
を
迎
え
、予
定

し
て
い
た
専
任
教
員
が
全
員
揃
い
ま
し

た
。
教
員
一
人
当
た
り
の
学
生
数
が

少
な
く
、恵
ま
れ
た
学
習
環
境
で
す
。

入
学
定
員
の
充
足
は
一
期
生
が
六
割
、

二
期
生
も
あ
と
一
歩
で
し
た
が
、今
春

入
学
予
定
の
三
期
生
は
定
員
を
大
幅

に
上
回
り
、児
童
教
育
専
攻
も
初
め
て

定
員
を
充
足
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

本
学
部
は
広
い
意
味
で
の
教
育
関

係
者
や
公
務
員
の
養
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
学
生
の
出
身
地
は

県
内
が
七
割
で
、県
内
で
の
就
職

を
希
望
す
る
学
生
が
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

近
年
は
学
生
が
学
校
現
場
に

出
向
い
て
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と

が
奨
励
さ
れ
て
お
り
、本
学
部
で

も「
く
っ
つ
き
実
習
」と
呼
ん
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
小

学
校
で
の
放
課
後
学
習
支
援
、大

利
根
育
英
幼
稚
園
で
の
行
事
の

手
伝
い
、中
学
校
で
の
部
活
動
支

援
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
が
、本

学
に
よ
る
地
域
貢
献
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
高
崎
市

教
育
委
員
会
と
教
育
連
携
に
関

す
る「
覚
書
」も
取
り
交
わ
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
初
め
て
、育
英
短
期
大

学
の
卒
業
生
二
名
を
、本
学
部
に

編
入
学
生
と
し
て
迎
え
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
橋
育

英
高
校
の
卒
業
生
は
、こ
れ
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
を
志
望
す

る
者
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、児

童
教
育
専
攻
を
志
望
す
る
者
も

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
強
化
育

成
ク
ラ
ブ
も
、男
子
レ
ス
リ
ン
グ

部
の
東
日
本
リ
ー
グ
戦
初
出
場

初
優
勝
と
一
部
リ
ー
グ
昇
格
、箱

根
駅
伝
予
選
会
へ
の
出
場
等
、活

動
の
成
果
が
実
を
結
び
始
め
て

い
ま
す
。
就
活
支
援
事
業
と
し

て
、三
月
に
は
二
年
生
対
象
の

「
教
員
・
公
務
員
採
用
試
験
対
策

講
座
」も
始
め
ま
す
。

　

今
後
と
も
御
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

育
英
大
学
教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育

専
攻
は
、平
成
三
十
一
年
四
月
に
、入

学
定
員
を
超
え
る
五
十
三
名
の
二
期

生
を
迎
え
、無
事
二
年
目
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、一
年
生
は
、昨
年
度
と

同
様
に
、教
職
体
験
実
習
を
行
い
、二

年
生
は
新
た
に
、教
員
免
許
取
得

に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
、特
別

支
援
学
校（
二
日
間
）と
社
会
福

祉
施
設（
五
日
間
）に
お
け
る
介

護
等
体
験
実
習
を
行
い
、実
社
会

に
お
け
る
貴
重
な
経
験
を
糧
に

一
歩
大
人
に
近
づ
い
て
大
学
に

帰
っ
て
き
た
よ
う
な
気
き
が
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、二
年
生
は
、十
二
月
に

行
わ
れ
る「
就
活
ス
タ
ー
ト
ガ
イ

ダ
ン
ス
」を
皮
切
り
に
、い
よ
い

よ
就
活
へ
の
準
備
が
始
ま
り
、人

生
最
大
の
選
択
に
向
か
っ
て
自

分
で
道
を
切
り
開
い
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、こ
の

春
休
み
に
開
か
れ
る
教
員
・
公
務

員
試
験
対
策
講
座
は
一
般
教
養

の
内
容
が
主
と
な
り
ま
す
の
で
、

一
般
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す

る
学
生
た
ち
に
も
強
く
受
講
を

勧
め
て
い
ま
す
。
ご
父
兄
の
皆

様
に
は
、学
生
た
ち
が
自
分
の
歩

む
道
を
自
ら
選
択
し
、そ
れ
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
の
を
温
か
く

応
援
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
入
試
も
順
調
に

推
移
し
、こ
の
四
月
に
は
、入
学

定
員
を
上
回
る
数
の
三
期
生
が

入
学
し
て
く
る
予
定
で
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
、ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

朝岡正雄

スポーツ
教育専攻長

新井保幸

教育学部長
児童教育専攻長
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本
学
の
学
生
が
本
年
度
に
活
躍
し
た
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
陸
上
競
技
部

　

○
外
山
　
結（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
）

　
　

第
96
回
箱
根
駅
伝
競
走（
１
／
２
）

 

関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
で
出
場
：５
区（
20
・８
㎞
）タ
イ
ム
１
時
間
14
分
19
秒

　

○
赤
坂 

雄
斗（
大
学
：
児
童
教
育
：１
年
）

　
　

第
30
回
関
東
学
生
新
人
陸
上
選
手
権
大
会（
９
／
20
）

 

男
子
１
０
０
０
０ｍ
競
歩
：６
位

　

○
高
橋 

奎
太（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
）

　
　

第
98
回
関
東
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
５
／
26
）

 
男
子
２
部
棒
高
跳
：７
位

②
レ
ス
リ
ン
グ
部

　
　

東
日
本
学
生
リ
ー
グ
戦（
５
／
13
〜
15
） 

二
部
リ
ー
グ
優
勝（
一
部
リ
ー
グ
昇
格
）

　

○
富
塚 

拓
也（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
）

　
　
明
治
杯
全
日
本
選
抜
選
手
権（
６
／
13
〜
16
） 

男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
72
㎏
級
：３
位

　
　
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体（
９
／
28
〜
10
／
１
） 成
年
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
72
㎏
級
：３
位

　
　

全
日
本
選
手
権（
12
／
19
〜
20
） 

男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
72
㎏
級
：
準
優
勝

　

○
下
野 

佑
実（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
）

　
　

全
日
本
オ
ー
プ
ン
選
手
権（
10
／
19
・
20
） 

女
子
シ
ニ
ア
の
部
53
㎏
級
：
準
優
勝

　
　

全
日
本
選
手
権（
12
／
20
〜
21
） 

女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
53
㎏
級
：３
位

　

○
伏
部
内 

ま
こ（
大
学
：
児
童
教
育
：１
年
）

　
　

全
日
本
オ
ー
プ
ン
選
手
権（
10
／
19
・
20
） 

女
子
シ
ニ
ア
の
部
62
㎏
級
：３
位

③
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
大
学
・
短
大
）

　
　

第
30
回
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
10
／
５
・６
） 

優
勝（
５
連
覇
）

④
ア
ス
リ
ー
ト
部

　

◯
細
谷 

明
日
香（
大
学
：
児
童
教
育
：２
年
）

　
　

第
52
回
東
日
本
学
生
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会（
５
／
26
）

 

女
子
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス：
優
勝

　
　

第
43
回
東
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権
大
会（
９
／
15
）

 

女
子
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス：
優
勝

⑤
吹
奏
楽
部

　

◯
阿
部 

和
輝（
大
学
：
児
童
教
育
：２
年
）

　
　

第
29
回
日
本
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会（
12
／
４
）

 

フ
ァ
ゴッ
ト
部
門
大
学
の
部
：４
位

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

平成30年度 後期 奨学金授与式（令和元年5月23日）

令和元年度 前期 奨学金授与式（令和元年11月28日）

平成30年度後期・令和元年度前期の成績優秀者奨学金授与式平成30年度後期・令和元年度前期の成績優秀者奨学金授与式
　

平
成
30
年
度
後
期
の
成
績
優
秀

者
及
び
令
和
元
年
度
前
期
の
成
績

優
秀
者
に
奨
学
金
授
与
式
が
５
月

23
日（
木
）と
11
月
28
日（
木
）に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
奨
学
金
は
半

期
授
業
料
の
半
額
相
当
で
す
。

　

成
績
優
秀
奨
学
生
は
、以
下
の
と

お
り
で
す
。

■
平
成
30
年
度  

後
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

 

児
童
教
育
専
攻

 

１
年

 

泉
　
は
る
か

 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

 

１
年

 

須
藤
　
千
聖

短
期
大
学

 

保
育
学
科

 

１
年

 

小
島
　
結
衣
・
河
合
杏
咲
美

 

町
田
明
日
香
・
塩
野
　
綾
花

 
北
村
　
春
那

 
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

   

１
年

 

木
崎
　
楓
子
・
宮
下
　
彩
花

■
令
和
元
年
度  
前
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

 

児
童
教
育
専
攻

 

１
年

 

小
林
　
眞
子

 

２
年

 

阿
部
　
幸
音

 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

 

１
年

 

池
田
　
春
輝

 

２
年

 

須
藤
　
千
聖

短
期
大
学

 

保
育
学
科

 

１
年

 

小
暮
　
七
海
・
稲
垣
　
綾
乃

 

須
藤
　
七
海
・
浦
田
　
　
雅

 

横
山
明
日
香

 

２
年

 

河
合
杏
咲
美
・
中
村
　
朱
里

 

平
根
　
萌
夏
・
小
島
　
結
衣

 

井
出
　
麻
裕

 

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

 

１
年

 

鏑
木
　
菜
々
・
石
田
　
優
香

 

２
年

 

宮
下
　
彩
花
・
廣
井
　
梨
花
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今
年
の
テ
ー
マ
は「
新
時
代
を
切

り
開
け
〜B

eautiful H
arm
ony

〜
」で
し
た
。
育
英
大
学
と
育
英
短

期
大
学
が
一
致
団
結
し
、新
た
な
令

和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な

新
し
い
桔
梗
祭
に
な
る
よ
う
に
願

い
を
込
め
て
こ
の
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。

　

桔
梗
祭
１
日
目
は
、オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
の
幹
部
か
ら
皆
さ
ん
へ
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
と
し
て
、フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ

を
披
露
し
、桔
梗
祭
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
学
生
の
発
表
や

メ
イ
ン
企
画
の
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
や

シ
ル
エ
ッ
ト
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、今
回
の
目
玉
と
な
っ
た

お
笑
い
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、「
で
す

よ
。」さ
ん
、「
和
牛
」さ
ん
、「
ラ
ン
パ

ン
プ
ス
」さ
ん
が
出
演
し
、最
後
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
で
は
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
も
、ス
テ
ー
ジ
で
は
学
生

を
中
心
と
し
た
発
表
が
あ
り
、ど
の

団
体
も
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。

ま
た
、学
生
会
企
画
と
し
て
ビ
ン
ゴ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
は

体
育
館
で
後
夜
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
有
志
の
団
体
の
発
表
が
中

心
と
な
り
、ど
の
団
体
も
こ
の
日
の

た
め
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
最
後
の
幹
部
企
画
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
で
は
、豪
華
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
、大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
、最
後
の
後
夜
祭
ま
で
楽
し

い
桔
梗
祭
で
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、今
年
は
皆
様

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
１
日

目
に「
ク
ラ
ウ
ン
」を
お
呼
び
し
、と

て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他
に
も
、学
生
の
素
晴
ら
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
模
擬
店
、展
示
物

も
多
く
、笑
顔
溢
れ
る
桔
梗
祭
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
４
月
か
ら

桔
梗
祭
に
向
け
て
準
備
を
始
め
、今

ま
で
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
不
慣
れ
な
点
は
あ
り
ま

し
た
が
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、私
達
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
桔

梗
祭
は
、私
達
を
支
え
て
く
れ
た
学

生
支
援
課
の
方
々
や
先
生
方
の
サ

ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
作
る
こ
と
が

で
き
、沢
山
相
談
し
な
が
ら
、私
達

の
や
り
た
か
っ
た
新
し
い
桔
梗
祭

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
は
更
に
皆
様
が
楽
し
め
る
桔
梗

祭
に
な
る
こ
と
を
こ
こ
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

　

桔
梗
祭
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

た
く
さ
ん
の
皆
様
、本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
研
究
所
で
は
、幼
児
教
育
・
保
育
に
携
わ
る
方
々
を
対
象
に
し
た「
リ
カ
レ

ン
ト
講
座
」を
実
施
し
て
お
り
、少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、次
の
講
座
を
実
施
し
、講
演
の
ほ
か
に
所
員
に
よ
る
個
別

相
談
も
行
い
ま
し
た
。

桔
梗
祭
２
０
１
９

桔
梗
祭
実
行
委
員
長　

 

町
田 　

光

江
嶋 

未
郁

育
英
短
期
大
学
幼
児
教
育
研
究
所

リ
カ
レ
ン
ト
講
座

■
７
月
26
日（
土
）18
時
〜
19
時

演
題 

「
園
に
お
け
る
安
全
教
育
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」

講
師 

望
月
文
代
先
生（
育
英
大
学
教
育

学
部
児
童
教
育
専
攻 

講
師
）

■
11
月
29
日（
金
）18
時
〜
19
時
30
分

演
題 

「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
遊
ぼ
う
」

講
師 

椎
名
容
子
先
生（
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
作
家
・
こ
い
の
ぼ
り
バ
ン
ド

ボ
ー
カ
ル
）



　

四
年
連
続
５
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

「
群
馬
大
会
で
夏
の
４
連
覇
は
史
上

初
」各
方
面
か
ら
聞
こ
え
た
フ
レ
ー

ズ
、日
を
追
う
ご
と
に
音
量
が
上
が

る
。
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
見
事
撥

ね
の
け
、決
勝
で
は
盤
石
の
試
合
展

開
で
勝
ち
き
っ
た
。
群
馬
大
会
史
上

初
の
４
連
覇
達
成
で
あ
る
。

　

今
チ
ー
ム
は
昨
秋
、今
春
の
県
大

会
で
優
勝
し
、関
東
大
会
に
出
場
し

た
。
し
か
し
、い
ず
れ
の
大
会
も
自

分
た
ち
の
野
球
が
で
き
ず
、悔
し
い

敗
戦
を
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
〝

結
束
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
臨
ん
だ
夏

の
群
馬
大
会
。
大
会
序
盤
で
感
じ
た

噛
み
合
わ
せ
の
違
和
感
も
、試
合
を

重
ね
る
ご
と
に
修
正
さ
れ
、決
勝
の

前
橋
商
業
戦
は
完
勝
で
あ
っ
た
。
夏

決
勝
の
前
橋
対
決
は
九
年
ぶ
り
。
球

場
に
は
今
大
会
最
多
の
約
一
万
人
が

詰
め
か
け
た
。
先
制
、中
押
し
、ダ
メ

押
し
で
得
点
、守
っ
て
は
相
手
打
線

を
３
安
打
に
抑
え
完
封
。
ま
さ
に
、

自
分
た
ち
の
野
球
で
勝
利
、甲
子
園

出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
第
３

日
、一
回
戦
、國
學
院
久
我
山（
西
東

京
）と
対
戦
し
た
。
序
盤
、攻
撃
で
主

導
権
を
握
っ
た
。
一
回
に
１
点
を
先

制
、二
回
も
敵
失
絡
み
で
１
点
を
加

え
た
。
三
回
に
同
点
と
さ
れ
た
も
の

の
、五
回
に
３
連
続
適
時
打
で
２
点
、

六
回
は
長
打
で
１
点
を
追
加
、再
び

優
位
に
立
っ
た
。
だ
が
、終
盤
に
守

備
の
乱
れ
も
あ
っ
て
相
手
の
攻
撃
を

抑
え
き
れ
ず
、七
回
に
二
死
走
者
な

し
か
ら
５
連
打
を
浴
び
、３
点
を
奪

わ
れ
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
守

り
を
重
視
し
て
い
る
チ
ー
ム
、そ
こ

を
徹
底
で
き
ず
、あ
と
一
歩
、押
し
切

れ
な
か
っ
た
。
得
点
し
て
も
追
い
つ

か
れ
、と
ど
め
の
一
本
が
出
な
い
。

初
勝
利
を
つ
か
も
う
と
粘
る
相
手
の

気
迫
に
根
負
け
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

甲
子
園
で
勝
っ
て
校
歌
を
歌
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、こ
の
大
舞

台
で
得
た
も
の
は
大
き
い
は
ず
で
あ

る
。
一
球
ご
と
の
大
歓
声
や
強
豪
と

戦
っ
た
経
験
。
蓄
積
と
し
て
80
人
の

チ
ー
ム
全
員
に
残
る
は
ず
で
あ
る
。

「
甲
子
園
は
簡
単
に
勝
て
る
場
所
で

は
な
い
」こ
の
経
験
を
無
駄
に
す
る

つ
も
り
は
な
い
。
更
な
る
前
進
の
た

め
、今
後
も
真
摯
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出

場
に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温

ま
る
ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
公
開
講
座

れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド（
マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド
、シ
リ
ア
）で
撮
影
し
た
写
真
を

公
開
す
る
企
画
、写
真
展「
等
身
大
の
ア
ジ
ア
に
生
き
る
」（
２
０
１
９
年

10
月
26
日
〜
11
月
１
日
）の
開
催
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
で
し
た
。

　

講
座
で
は
、４
人
の
講
師
が
リ
レ
ー
形
式
で
、写
真
の
背
景
に
あ
る
そ

れ
ぞ
れ
の
社
会
の
状
況
や
文
化
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

■
第
３
回 

11
月
10
日（
日
）

10
時
〜
11
時
30
分　

■
演
題
／「
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
楽
し

も
う
」

■
講
師
／
熊
木
眞
見
子（
育
英
大

学
教
育
学
部
児
童
教
育
専
攻 

教

授
）

■
会
場
／
育
英
大
学
・
育
英
短
期

大
学
桔
梗
ホ
ー
ル

　

北
原
白
秋
や
谷
川
俊
太
郎
の
詩

を
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
調
子
よ
く
読
み
、

雰
囲
気
を
出
す
よ
う
な
楽
器
や
お

も
ち
ゃ
の
音
を
加
え
た
り
、全
員
が

そ
ろ
っ
て
読
む
だ
け
で
な
く
、掛
け

合
い
で
読
ん
だ
り
言
葉
を
重
ね
た
り

す
る
と
い
う
講
座
で
し
た
。

■
第
４
回 

11
月
23
日（
土
）

10
時
〜
11
時
30
分　

■
演
題
／「
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

『
ピ
ア
ノ
の
歴
史
を
た
ど
って
』」

■
講
師
／
林
智
草（
育
英
短
期
大

学
保
育
学
科 

講
師
）

■
会
場
／
育
英
大
学
・
育
英
短
期

大
学
桔
梗
ホ
ー
ル

　
バ
ロ
ッ
ク
、古
典
派
、ロ
マ
ン
派
、そ

し
て
近
代
と
、時
代
の
異
な
る
８
人

の
作
曲
家
の
ピ
ア
ノ
作
品
を
取
り
上

げ
、演
奏
と
共
に
ピ
ア
ノ
の
誕
生
と

そ
の
後
の
変
遷
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、地
域
連
携
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
公
開
講
座
を
実

施
し
て
お
り
、地
域
の
皆
様
の
生
涯
学
習
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、次
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
第
１
回 

10
月
20
日（
日
）

10
時
〜
11
時
30
分　

■
演
題
／「
糖
尿
病
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
ょ
う
」

■
講
師
／
奈
良
誠
人（
育
英
大
学
教

育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻 

教
授
）

■
会
場
／
育
英
大
学
教
育
学
部
ス

ポ
ー
ツ
科
学
実
験
室

　

近
年
、糖
尿
病
患
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、一
般
市
民
向
け
に
糖
尿
病

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

糖
尿
病
の
疫
学
、病
態
、検
査
、治
療

方
法（
主
に
食
事
療
法
、運
動
療
法
）

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

■
第
２
回 

10
月
26
日（
土
）

13
時
〜
14
時
30
分　

■
演
題
／『
写
真
展「
等
身
大
の
ア

ジ
ア
に
生
き
る
」・ア
ジ
ア
を
よ
り
深

く
楽
し
く
理
解
す
る
た
め
に
』

■
講
師
／
櫻
田
涼
子（
育
英
短
期

大
学
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

准
教
授
）／
三
浦
哲
也（
育
英
短
期

大
学
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

准
教
授
）／
飯
塚
真
弓（
高
崎
経
済

大
学
・
非
常
勤
講
師
）／
安
田
慎

（
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
・

准
教
授
）

■
会
場
／
育
英
大
学
教
育
学
部
２

０
１
教
室

　

高
崎
経
済
大
学
の
教
員
と
育
英
短
期
大
学
の
教
員
４
名
が
そ
れ
ぞ
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学
生
た
ち
に「
席
を
離
れ

る
と
き
は
貴
重
品
を
持
つ
よ

う
に
」と
言
っ
た
と
こ
ろ
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
け
を
持
っ

た
者
が
何
人
も
い
た
。「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、

何
も
い
ら
な
い
」と
い
う
人

た
ち
が
い
る
。
確
か
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
い
つ
で

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
授
業
で

学
生
た
ち
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
結
果
か

ら
、ど
の
く
ら
い
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
の
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
上
か
ら
２

つ
か
、３
つ
」「
５
つ
ぐ
ら
い
」

な
ど
と
い
う
答
え
が
返
っ
て

き
た
。
検
索
結
果
の
上
位
に

は
広
告
と
書
い
て
あ
る
も
の

も
少
な
く
な
い
。
日
々
、ど

ん
な
情
報
を
得
て
い
る
の
か

心
配
で
あ
る
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を

自
動
運
転
の
車
が
渡
り
、大

阪
の
地
下
鉄
で
は
改
札
を
顔

認
証
で
通
り
抜
け
る
、そ
ん

な
Ａ
Ｉ
の
技
術
が
社
会
の
中

に
じ
わ
り
じ
わ
り
と
そ
の
姿

を
見
せ
始
め
て
い
る
。
２
０

４
０
年
に
は
、今
あ
る
仕
事

の
半
分
は
、Ａ
Ｉ
に
代
替
さ

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
と
な
る
た
め
に
は
、何
を

学
べ
ば
い
い
の
か
、ま
た
、ど

の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
、喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
の
国
際
学
習

到
達
度
調
査（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）の

結
果
で
は
、日
本
の
15
歳
の
読

解
力
は
、前
回
の
８
位
か
ら
15

位
と
大
き
く
順
位
が
下
が
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
を
聞
い
て

「
教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も

た
ち
」と
い
う
新
井
紀
子
教
授

（
国
立
情
報
学
研
究
所
）の
指

摘
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
新
井

氏
の
講
演
会
で
は
、「
こ
れ
か

ら
の
大
学
は
、高
校
卒
業
ま
で

に
教
科
書
の
文
章
を
読
ん
で

理
解
で
き
る
生
徒
を
入
学
さ

せ
、教
育
を
す
る
こ
と
が
重
要

だ
」と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

意
味
を
理
解
し
て
仕
事
を

す
る
こ
と
こ
そ
、Ａ
Ｉ
が
苦

手
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
仕
事
を

す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
。

保
育
学
科
　
　
　
　
　
　

教
授
　
周
東 

聡
子

育
短
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

育
短
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

Ａ
Ｉ
と
と
も
に

 

暮
ら
す
未
来
に

Ａ
Ｉ
と
と
も
に

 

暮
ら
す
未
来
に



　

四
年
連
続
５
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

「
群
馬
大
会
で
夏
の
４
連
覇
は
史
上

初
」各
方
面
か
ら
聞
こ
え
た
フ
レ
ー

ズ
、日
を
追
う
ご
と
に
音
量
が
上
が

る
。
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
見
事
撥

ね
の
け
、決
勝
で
は
盤
石
の
試
合
展

開
で
勝
ち
き
っ
た
。
群
馬
大
会
史
上

初
の
４
連
覇
達
成
で
あ
る
。

　

今
チ
ー
ム
は
昨
秋
、今
春
の
県
大

会
で
優
勝
し
、関
東
大
会
に
出
場
し

た
。
し
か
し
、い
ず
れ
の
大
会
も
自

分
た
ち
の
野
球
が
で
き
ず
、悔
し
い

敗
戦
を
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
〝

結
束
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
臨
ん
だ
夏

の
群
馬
大
会
。
大
会
序
盤
で
感
じ
た

噛
み
合
わ
せ
の
違
和
感
も
、試
合
を

重
ね
る
ご
と
に
修
正
さ
れ
、決
勝
の

前
橋
商
業
戦
は
完
勝
で
あ
っ
た
。
夏

決
勝
の
前
橋
対
決
は
九
年
ぶ
り
。
球

場
に
は
今
大
会
最
多
の
約
一
万
人
が

詰
め
か
け
た
。
先
制
、中
押
し
、ダ
メ

押
し
で
得
点
、守
っ
て
は
相
手
打
線

を
３
安
打
に
抑
え
完
封
。
ま
さ
に
、

自
分
た
ち
の
野
球
で
勝
利
、甲
子
園

出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
第
３

日
、一
回
戦
、國
學
院
久
我
山（
西
東

京
）と
対
戦
し
た
。
序
盤
、攻
撃
で
主

導
権
を
握
っ
た
。
一
回
に
１
点
を
先

制
、二
回
も
敵
失
絡
み
で
１
点
を
加

え
た
。
三
回
に
同
点
と
さ
れ
た
も
の

の
、五
回
に
３
連
続
適
時
打
で
２
点
、

六
回
は
長
打
で
１
点
を
追
加
、再
び

優
位
に
立
っ
た
。
だ
が
、終
盤
に
守

備
の
乱
れ
も
あ
っ
て
相
手
の
攻
撃
を

抑
え
き
れ
ず
、七
回
に
二
死
走
者
な

し
か
ら
５
連
打
を
浴
び
、３
点
を
奪

わ
れ
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
守

り
を
重
視
し
て
い
る
チ
ー
ム
、そ
こ

を
徹
底
で
き
ず
、あ
と
一
歩
、押
し
切

れ
な
か
っ
た
。
得
点
し
て
も
追
い
つ

か
れ
、と
ど
め
の
一
本
が
出
な
い
。

初
勝
利
を
つ
か
も
う
と
粘
る
相
手
の

気
迫
に
根
負
け
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

甲
子
園
で
勝
っ
て
校
歌
を
歌
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、こ
の
大
舞

台
で
得
た
も
の
は
大
き
い
は
ず
で
あ

る
。
一
球
ご
と
の
大
歓
声
や
強
豪
と

戦
っ
た
経
験
。
蓄
積
と
し
て
80
人
の

チ
ー
ム
全
員
に
残
る
は
ず
で
あ
る
。

「
甲
子
園
は
簡
単
に
勝
て
る
場
所
で

は
な
い
」こ
の
経
験
を
無
駄
に
す
る

つ
も
り
は
な
い
。
更
な
る
前
進
の
た

め
、今
後
も
真
摯
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出

場
に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温

ま
る
ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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後
援
会
だ
よ
り

令
和
元
年
度
定
期
総
会

名
と
監
査
２
名
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
、令
和
元
年
度
の
事
業
計

画
案
、予
算
案
が
審
議
さ
れ
、承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、事
業
費
に
つ
い
は
、大
学

の
指
定
強
化
ク
ラ
ブ（
陸
上
部
、レ

ス
リ
ン
グ
部
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）

に
対
し
て
支
援
を
厚
く
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、大
学
か
ら

卒
業
生
の
進
路
の
状
況
、入
学
者
の

状
況
、ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、後
援
会
と
し

て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
定
期
総
会
が
６
月

22
日（
土
）午
後
４
時
か
ら
ホ
テ
ル

ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
で
は
、平
成
30
年
度
事

業
報
告
、決
算
報
告
、会
計
監
査
報

告
が
あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、令
和
元
年
度
新
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、新
た
に
飛
翔
会
会
長
と

副
会
長
の
７
名
が
加
わ
り
、書
記
２

　

６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
で

は
、同
窓
会
活
動
の
更
な
る
活
性
化
に

向
け
た
協
議
が
行
わ
れ
、今
年
度
の
同

窓
会
活
動
の
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
事
業
に
お
い
て
は
、卒

業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
経
費
補
助
、

卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、桔
梗
祭
カ

ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
イ
へ
の
特
別

補
助
、求
職
登
録
の
サ
ポ
ー
ト
等
の
事

業
が
承
認
さ
れ
、同
窓
会
と
し
て
在
校

生
、卒
業
生
へ
の
支
援
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）に
開
催

さ
れ
た
桔
梗
祭
に
お
い
て
、会
員
の

方
々
の
協
力
を
得
、今
年
も
同
窓
会

ブ
ー
ス
に
て
模
擬
店
出
店
を
行
い
ま

し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、同
窓
生
並
び

に
多
く
の
お
客
様
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
、フ
ォ
ト
フ
レ
ー

ム
作
成
な
ど
を
通
し
て
賑
や
か
に
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

桔
梗
会
と
し
て
育
英
大
学
・
育
英
短

期
大
学
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様

方
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

桔
梗
会
だ
よ
り

【
定
期
総
会
】

　

令
和
元
年
度
定
期
総
会
が
５
月
18

日（
土
）午
後
３
時
か
ら
本
学
の
１
２

５
教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
で
は
、平
成
30
年
度
事

業
報
告
、決
算
報
告
、会
計
監
査
報
告

が
あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

令
和
元
年
度
新
役
員
の
選
出
が
さ
れ
、

新
旧
役
員
の
交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
、予

算
案
が
審
議
さ
れ
、原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、総
会
を

も
っ
て
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ

る
会
長
、各
副
会
長（
支
部
長
）、監
査

計
８
名
に
学
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
支
部
会
】

　

第
１
回
支
部
会
が
、７
月
６
日

（
土
）に
西
毛
・
県
外
支
部
、７
月
13
日

（
土
）に
東
毛
・
北
毛
支
部
、７
月
20
日

（
土
）に
中
毛
・
大
学
支
部
が
各
地
域

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
会
で

は
、定
期
総
会
報
告
・
学
事
日
程
、ク

ラ
ブ
活
動
・
出
前
公
演
の
状
況
、各
学

科（
専
攻
）の
取
組
、取
得
可
能
な
免

許
・
資
格
、実
習
や
進
路
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
保
護

者
か
ら
は
様
々
な
質
問
が
あ
り
、大

学
と
の
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
２
回
は
合
同
支
部
会
と

し
て
２
月
８
日（
土
）に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
桔
梗
祭「
青
空
市
場
」】

　

10
月
26
日（
土
）の
桔
梗
祭
１
日
目

に
、恒
例
と
な
っ
て
い
る「
青
空
市

場
」を
出
店
し
ま
し
た
。

　
「
青
空
市
場
」で
は
、新
鮮
野
菜
や

果
物
、お
菓
子
す
く
い
、飲
料
が
格
安

で
販
売
さ
れ
、盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
方
々
の
協

力
に
よ
り
、桔
梗
祭
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
青
空

市
場
」の
収
益
金
９
６
，２
３
７
円
は
、

学
生
が
世
界
や
日
本
各
地
の
見
聞
を

広
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
旅
行

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
本
学
図
書
館
に

寄
贈
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

飛翔会
だより

令
和
元
年
度
定
期
総
会

 

支
部
会
の
開
催

定期総会 議事説明

青空市場



　

四
年
連
続
５
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

「
群
馬
大
会
で
夏
の
４
連
覇
は
史
上

初
」各
方
面
か
ら
聞
こ
え
た
フ
レ
ー

ズ
、日
を
追
う
ご
と
に
音
量
が
上
が

る
。
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
見
事
撥

ね
の
け
、決
勝
で
は
盤
石
の
試
合
展

開
で
勝
ち
き
っ
た
。
群
馬
大
会
史
上

初
の
４
連
覇
達
成
で
あ
る
。

　

今
チ
ー
ム
は
昨
秋
、今
春
の
県
大

会
で
優
勝
し
、関
東
大
会
に
出
場
し

た
。
し
か
し
、い
ず
れ
の
大
会
も
自

分
た
ち
の
野
球
が
で
き
ず
、悔
し
い

敗
戦
を
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
〝

結
束
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
臨
ん
だ
夏

の
群
馬
大
会
。
大
会
序
盤
で
感
じ
た

噛
み
合
わ
せ
の
違
和
感
も
、試
合
を

重
ね
る
ご
と
に
修
正
さ
れ
、決
勝
の

前
橋
商
業
戦
は
完
勝
で
あ
っ
た
。
夏

決
勝
の
前
橋
対
決
は
九
年
ぶ
り
。
球

場
に
は
今
大
会
最
多
の
約
一
万
人
が

詰
め
か
け
た
。
先
制
、中
押
し
、ダ
メ

押
し
で
得
点
、守
っ
て
は
相
手
打
線

を
３
安
打
に
抑
え
完
封
。
ま
さ
に
、

自
分
た
ち
の
野
球
で
勝
利
、甲
子
園

出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
第
３

日
、一
回
戦
、國
學
院
久
我
山（
西
東

京
）と
対
戦
し
た
。
序
盤
、攻
撃
で
主

導
権
を
握
っ
た
。
一
回
に
１
点
を
先

制
、二
回
も
敵
失
絡
み
で
１
点
を
加

え
た
。
三
回
に
同
点
と
さ
れ
た
も
の

の
、五
回
に
３
連
続
適
時
打
で
２
点
、

六
回
は
長
打
で
１
点
を
追
加
、再
び

優
位
に
立
っ
た
。
だ
が
、終
盤
に
守

備
の
乱
れ
も
あ
っ
て
相
手
の
攻
撃
を

抑
え
き
れ
ず
、七
回
に
二
死
走
者
な

し
か
ら
５
連
打
を
浴
び
、３
点
を
奪

わ
れ
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
守

り
を
重
視
し
て
い
る
チ
ー
ム
、そ
こ

を
徹
底
で
き
ず
、あ
と
一
歩
、押
し
切

れ
な
か
っ
た
。
得
点
し
て
も
追
い
つ

か
れ
、と
ど
め
の
一
本
が
出
な
い
。

初
勝
利
を
つ
か
も
う
と
粘
る
相
手
の

気
迫
に
根
負
け
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

甲
子
園
で
勝
っ
て
校
歌
を
歌
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、こ
の
大
舞

台
で
得
た
も
の
は
大
き
い
は
ず
で
あ

る
。
一
球
ご
と
の
大
歓
声
や
強
豪
と

戦
っ
た
経
験
。
蓄
積
と
し
て
80
人
の

チ
ー
ム
全
員
に
残
る
は
ず
で
あ
る
。

「
甲
子
園
は
簡
単
に
勝
て
る
場
所
で

は
な
い
」こ
の
経
験
を
無
駄
に
す
る

つ
も
り
は
な
い
。
更
な
る
前
進
の
た

め
、今
後
も
真
摯
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出

場
に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温

ま
る
ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
春
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
少
年
よ
、大
志
を
抱
け
」皆
さ
ん
は
、

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
明
治
の
初
め
に
、札
幌
農
学

校
に
赴
任
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム・ス
ミ
ス・
ク

ラ
ー
ク
が
、学
校
を
去
る
時
に
学
生
た

ち
に
残
し
た
言
葉
で
す
。
江
戸
時
代

が
終
わ
っ
て
、一
気
に
西
洋
の
文
明
が

入
り
、日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の

か
混
沌
と
し
た
時
代
に
、新
し
い
日
本

を
つ
く
っ
た
の
は
高
い
志
を
抱
い
た
若
者

た
ち
で
す
。
変
化
が
激
し
く
世
界
と

渡
り
合
う
と
い
う
点
で
は
、現
在
も
む

ず
か
し
い
時
代
で
す
。
近
い
将
来
、現

在
の
仕
事
の
う
ち
約
半
分
が
Ａ
Ｉ
に

と
っ
て
か
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
を
生
き
る
皆
さ
ん
に

必
要
な
こ
と
は
、何
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
、英
語
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
だ
け

な
ら
Ａ
Ｉ
が
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
け
れ

ど
、経
済
の
分
野
に
詳
し
い
翻
訳
者
で

あ
っ
た
り
、ス
ポ
ー
ツ
に
詳
し
い
翻
訳
者

で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
大
変
重
宝
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、英
語
を
使
っ
て
ど
ん
な
仕

事
を
し
た
い
の
で
す
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
ラ
ー
メ
ン
店
で
は
、工
夫
に
工
夫
を

重
ね
て
そ
の
店
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

味
に
な
っ
て
い
る
と
、そ
れ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
評
判
に
あ
る
、お
客
さ
ん
が

集
ま
る
。
今
は
そ
う
い
う
時
代
で
す
。

　

知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、知
識
を

ど
う
使
う
か
、ど
う
工
夫
す
る
の
か
、人

間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

時
代
で
す
。
新
年
に
あ
た
っ
て
、将
来
自

分
が
何
を
し
た
い
の
か
、ぜ
ひ「
志
」を
立

て
て
下
さ
い
。
何
が
で
き
る
か
で
は
な
く
、

何
を
し
た
い
か
で
す
。
そ
し
て
そ
の「
志
」

に
向
か
っ
て
、学
校
で
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ラ
ー
ク
博
士
は
、学
校
の
校
則
に
つ

い
て
相
談
さ
れ
た
時
、こ
う
答
え
ま
し

た
。「
こ
の
学
校
に
校
則
は
い
ら
な
い
。

『B
e gentlem

an

』こ
の
一
言
が
あ
れ

ば
十
分
で
あ
る
。」

　

２
０
２
０
年
、前
橋
育
英
生
は
、ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
と
レ
デ
ィ
ー
目
指
し
て
飛
躍

し
、一
日
一
日
を
大
切
に
学
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
、天
皇
陛
下
の
皇
位
継
承

の
儀
式
に
伴
い
時
代
は
、平
成
か
ら

令
和
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
は
、昭

和
三
十
八
年
に
開
校
し
、今
年
五
十

八
年
目
を
迎
え
ま
す
。
私
は
、本
校

を
昭
和
五
十
二
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。

在
学
中
の
本
校
は
、ほ
ぼ
山
田
校
長

著『
前
育
主
義
』に
書
か
れ
て
い
た
よ

う
な
学
校
で
し
た
。

　

し
か
し
、私
が
母
校
に
奉
職
し
て

か
ら
の
三
十
七
年
間
で
本
校
は
、大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
強

豪
校
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー
部
・
野
球
部

を
始
め
他
の
運
動
部
に
お
い
て
も
全

国
制
覇
を
達
成
出
来
る
高
校
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、卒
業
後
の
進
路

に
お
い
て
は
、難
関
国
公
私
立
大
へ

の
進
学
実
績
と
育
英
短
大
進
学
に
よ

る
幼
児
教
育
者
の
育
成
と
本
校
の
特

色
を
明
確
に
確
立
す
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
と
い
う
新
し
い
年
を
迎

え
て
、本
校
も
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
新
た

な
目
標
を
設
定
し
、生
徒
・
教
職
員
と

と
も
に
今
年
も
よ
り
良
い
年
と
な
る

よ
う
頑
張
り
ま
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
も
学
校

で
は
多
く
の
生
徒
が
毎
日
、活
気
の

あ
る
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
教
職
員
並
び
に
学
園

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
、ご
協
力
、

の
お
か
げ
で
あ
る
と
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
新
し
い「
令
和
」の

時
代
を
迎
え
、日
本
中
が
祝
賀
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
昭

和
の
代
か
ら
本
校
に
奉
職
せ
て
頂
い

お
り
、感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
時
代
が
変
わ
っ
て
も
相
変

わ
ら
ず
私
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、今
後
も
変

わ
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
。
そ
う

い
っ
た
中
、幸
い
本
校
は
こ
こ
数
年

定
員
を
上
回
る
生
徒
が
入
学
し
て
お

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
長
期
的
に
見
れ

ば
入
学
者
の
減
少
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
が
、よ
り
魅
力
的
な
教
育
内
容
を

提
供
し
、中
学
生
や
そ
の
保
護
者
か

ら
選
ん
で
も
ら
え
る
私
学
で
あ
り
続

け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
教
頭
と
し
て
自
分
自
身
何
が

出
来
る
の
か
。
皆
様
の
ご
指
導
、ご

鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
、微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、尽
力
し
て
い
く
所
存
で

お
り
ま
す
の
で
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
は
何
と
言
っ
て
も
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
。
五
十
六
年
ぶ
り
に
我
が
国

で
の
開
催
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

来
る
７
月
24
日
に
開
幕
し
、前
回
の

１
・
５
倍
以
上
の
33
競
技
、３
３
９
種

目
で
競
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
、こ
れ

ま
で
に
な
い
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
は
皆
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
得
点
を
競
う
も
の
、早

さ
を
競
う
も
の
、正
確
さ
を
競
う
も

の
、そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

ル
ー
ル
も
良
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、

競
技
の
多
様
性
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
最
近
で
は
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
も「
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
」と
呼
ば
れ
る
時
代
で
す
。

「
マ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
言
葉

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、運
動
に
も

勉
強
に
も
一
生
懸
命
に
取
組
み
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
に
適
し
た
、自
分
が

輝
け
る「
ス
ポ
ー
ツ
」を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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５
年
連
続
で
の
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ

プ
出
場
、昨
年
以
上
の
結
果
を
目
指

そ
う
と
チ
ー
ム
一
丸
で
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。
一
回
戦
は
大
分
代
表
の
別

府
溝
部
高
校
で
下
馬
評
で
は
対
戦
相

手
が
有
利
と
さ
れ
て
ま
し
た
が
、結

果
的
に
は
圧
勝
で
の
勝
利
で
し
た
。

二
回
戦
は
報
徳
学
園
高
校
と
の
対
戦

で
し
た
。
能
力
の
高
い
留
学
生
が
お

り
、そ
こ
を
い
か
に
抑
え
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
試
合
で
し
た
前
半
は

選
手
が
協
力
し
な
が
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
を
し
ま
し
た
が
高
さ
の
部
分
で
や

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
半
は
三

年
生
を
中
心
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら

の
速
攻
で
得
点
を
重
ね
ま
し
た
が
、

前
半
の
失
点
が
多
く
敗
戦
と
な
り
ま

し
た
。
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
界
に
お
い

て
留
学
生
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
の
は

避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、勝

利
す
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
は
非
常
に
ま
と
ま
り
の
あ
る

チ
ー
ム
で
あ
り
、三
年
生
が
率
先
し

て
チ
ー
ム
の
仕
事
を
し
て
く
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
ま
す
。
一
つ
で
も
多

く
、長
く
試
合
を
や
ら
せ
て
あ
げ
た

か
っ
た
で
す
。
チ
ー
ム
の
為
に
本
当

に
あ
り
が
と
う

　

今
回
の
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
で
会

場
に
応
援
に
来
て
下
さ
っ
た
学
校
関

係
者
や
保
護
者
に
は
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
へ
の
応
援
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
へ
の
沢
山
の

応
援
、そ
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
、イ
ン
タ
ー
ハ

イ
王
者
を
倒
し
、関
東
大
会
優
勝
と

い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ

ま
し
た
。
と
に
か
く
、あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
犠
牲
に
し
、す
べ
て
を
か
け
て

前
橋
育
英
高
校
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
回
戦
、

関
西
地
区
代
表
で
あ
る
日
ノ
本
学
園

高
校
と
対
戦
し
、０
対
一
の
初
戦
敗

退
。
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
中
、

涙
を
呑
ん
だ
。
こ
れ
ほ
ど
早
い
敗
戦

に
涙
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
私
の
力

不
足
で
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

最
後
に
保
護
者
の
皆
様
、神
戸
の

地
が
黄
色
に
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た

の
に
は
、ま
る
で
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の

よ
う
で
し
た
。
遠
方
に
も
関
わ
ら
ず
、

い
つ
も
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
だ
さ

り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
三
年
生
の
み
ん
な
史
上
最
高
の

チ
ー
ム
を
作
り
あ
げ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
達
が
神
戸
の
地
で
大
好
き
な

サ
ッ
カ
ー
で
き
た
の
は
、い
つ
も
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
皆
様
方
の
お
か
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
、新
し
い

歴
史
を
刻
め
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
応
援
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

６
年
連
続
23
回
目
の
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
。
今
年
度
も

日
本
一
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
大
会
で

し
た
。

　

１
回
戦
鹿
児
島
県
代
表
、神
村
学

園
、九
州
を
代
表
す
る
強
豪
で
す
。

テ
ク
ニ
ッ
ク
、戦
術
眼
に
優
れ
、附
属

の
中
学
か
ら
６
年
間
か
け
て
指
導
で

き
る
環
境
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
く

ま
と
ま
り
の
あ
る
本
当
に
良
い
チ
ー

ム
で
し
た
。
お
互
い
攻
守
に
お
い
て
、

ピ
ン
チ
あ
り
チ
ャ
ン
ス
あ
り
で
勝
敗

は
、Ｐ
Ｋ
戦
に
な
り
涙
を
呑
み
ま
し

た
。
選
手
、応
援
団
み
ん
な
が
一
つ

に
な
り
、最
後
ま
で
諦
め
ず
闘
っ
て

く
れ
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
１
回

戦
敗
退
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、前
橋
育

英
の
誇
り
を
も
っ
て
、応
援
し
て
く

れ
る
人
た
ち
、支
え
て
く
れ
た
人
た

ち
、仲
間
の
為
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
出
場
に
際
し
皆
様
よ
り
心

温
ま
る
ご
支
援
、心
奪
う
大
声
援
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

３
年
生
の
皆
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
。
こ

れ
か
ら
の
飛
躍
を
期
待
し
て
ま
す
。

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

監
督
　
大
手 
真
智
子

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

監
督
　
加
賀
谷 

寿

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

 

２
０
１
９
出
場

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

 

２
０
１
９
出
場

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

監
督
　
山
田 

耕
介

第
98
回
全
国
高
校

 
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

第
98
回
全
国
高
校

 
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

　

四
年
連
続
５
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

「
群
馬
大
会
で
夏
の
４
連
覇
は
史
上

初
」各
方
面
か
ら
聞
こ
え
た
フ
レ
ー

ズ
、日
を
追
う
ご
と
に
音
量
が
上
が

る
。
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
見
事
撥

ね
の
け
、決
勝
で
は
盤
石
の
試
合
展

開
で
勝
ち
き
っ
た
。
群
馬
大
会
史
上

初
の
４
連
覇
達
成
で
あ
る
。

　

今
チ
ー
ム
は
昨
秋
、今
春
の
県
大

会
で
優
勝
し
、関
東
大
会
に
出
場
し

た
。
し
か
し
、い
ず
れ
の
大
会
も
自

分
た
ち
の
野
球
が
で
き
ず
、悔
し
い

敗
戦
を
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
〝

結
束
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
臨
ん
だ
夏

の
群
馬
大
会
。
大
会
序
盤
で
感
じ
た

噛
み
合
わ
せ
の
違
和
感
も
、試
合
を

重
ね
る
ご
と
に
修
正
さ
れ
、決
勝
の

前
橋
商
業
戦
は
完
勝
で
あ
っ
た
。
夏

決
勝
の
前
橋
対
決
は
九
年
ぶ
り
。
球

場
に
は
今
大
会
最
多
の
約
一
万
人
が

詰
め
か
け
た
。
先
制
、中
押
し
、ダ
メ

押
し
で
得
点
、守
っ
て
は
相
手
打
線

を
３
安
打
に
抑
え
完
封
。
ま
さ
に
、

自
分
た
ち
の
野
球
で
勝
利
、甲
子
園

出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
第
３

日
、一
回
戦
、國
學
院
久
我
山（
西
東

京
）と
対
戦
し
た
。
序
盤
、攻
撃
で
主

導
権
を
握
っ
た
。
一
回
に
１
点
を
先

制
、二
回
も
敵
失
絡
み
で
１
点
を
加

え
た
。
三
回
に
同
点
と
さ
れ
た
も
の

の
、五
回
に
３
連
続
適
時
打
で
２
点
、

六
回
は
長
打
で
１
点
を
追
加
、再
び

優
位
に
立
っ
た
。
だ
が
、終
盤
に
守

備
の
乱
れ
も
あ
っ
て
相
手
の
攻
撃
を

抑
え
き
れ
ず
、七
回
に
二
死
走
者
な

し
か
ら
５
連
打
を
浴
び
、３
点
を
奪

わ
れ
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
守

り
を
重
視
し
て
い
る
チ
ー
ム
、そ
こ

を
徹
底
で
き
ず
、あ
と
一
歩
、押
し
切

れ
な
か
っ
た
。
得
点
し
て
も
追
い
つ

か
れ
、と
ど
め
の
一
本
が
出
な
い
。

初
勝
利
を
つ
か
も
う
と
粘
る
相
手
の

気
迫
に
根
負
け
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

甲
子
園
で
勝
っ
て
校
歌
を
歌
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、こ
の
大
舞

台
で
得
た
も
の
は
大
き
い
は
ず
で
あ

る
。
一
球
ご
と
の
大
歓
声
や
強
豪
と

戦
っ
た
経
験
。
蓄
積
と
し
て
80
人
の

チ
ー
ム
全
員
に
残
る
は
ず
で
あ
る
。

「
甲
子
園
は
簡
単
に
勝
て
る
場
所
で

は
な
い
」こ
の
経
験
を
無
駄
に
す
る

つ
も
り
は
な
い
。
更
な
る
前
進
の
た

め
、今
後
も
真
摯
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出

場
に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温

ま
る
ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

硬
式
野
球
部

硬
式
野
球
部

１
０
１
回
目
の
夏

１
０
１
回
目
の
夏

部
長
　
中
沢 

洋
一
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群
馬
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

第54回

保
健
体
育
主
任
　
原
口 

秀
樹

　

主
任
と
し
て
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と

の
一
つ
に
県
総
体
男
子
総
合
優
秀
で

あ
っ
た
。
四
年
ぶ
り
に
し
て
や
っ
と

手
に
し
た
栄
冠
で
あ
る
。
今
年
度
も

競
泳
か
ら
は
じ
ま
り
最
後
の
陸
上
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。

各
種
目
の
優
勝
は
競
泳
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
で
、準
優
勝
に
剣

道
、ボ
ク
シ
ン
グ
、陸
上
と
続
く
。
女

子
に
お
い
て
も
総
合
第
二
位
で
、各
種

目
の
優
勝
は
サ
ッ
カ
ー
、テ
ニ
ス
、準

優
勝
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、柔
道
、陸
上

で
、女
子
の
活
躍
も
目
立
つ
。
来
年
度

は
行
進
で
も
賞
を
取
り
に
行
く
。

　

四
年
連
続
５
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

「
群
馬
大
会
で
夏
の
４
連
覇
は
史
上

初
」各
方
面
か
ら
聞
こ
え
た
フ
レ
ー

ズ
、日
を
追
う
ご
と
に
音
量
が
上
が

る
。
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
見
事
撥

ね
の
け
、決
勝
で
は
盤
石
の
試
合
展

開
で
勝
ち
き
っ
た
。
群
馬
大
会
史
上

初
の
４
連
覇
達
成
で
あ
る
。

　

今
チ
ー
ム
は
昨
秋
、今
春
の
県
大

会
で
優
勝
し
、関
東
大
会
に
出
場
し

た
。
し
か
し
、い
ず
れ
の
大
会
も
自

分
た
ち
の
野
球
が
で
き
ず
、悔
し
い

敗
戦
を
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
〝

結
束
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
臨
ん
だ
夏

の
群
馬
大
会
。
大
会
序
盤
で
感
じ
た

噛
み
合
わ
せ
の
違
和
感
も
、試
合
を

重
ね
る
ご
と
に
修
正
さ
れ
、決
勝
の

前
橋
商
業
戦
は
完
勝
で
あ
っ
た
。
夏

決
勝
の
前
橋
対
決
は
九
年
ぶ
り
。
球

場
に
は
今
大
会
最
多
の
約
一
万
人
が

詰
め
か
け
た
。
先
制
、中
押
し
、ダ
メ

押
し
で
得
点
、守
っ
て
は
相
手
打
線

を
３
安
打
に
抑
え
完
封
。
ま
さ
に
、

自
分
た
ち
の
野
球
で
勝
利
、甲
子
園

出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
第
３

日
、一
回
戦
、國
學
院
久
我
山（
西
東

京
）と
対
戦
し
た
。
序
盤
、攻
撃
で
主

導
権
を
握
っ
た
。
一
回
に
１
点
を
先

制
、二
回
も
敵
失
絡
み
で
１
点
を
加

え
た
。
三
回
に
同
点
と
さ
れ
た
も
の

の
、五
回
に
３
連
続
適
時
打
で
２
点
、

六
回
は
長
打
で
１
点
を
追
加
、再
び

優
位
に
立
っ
た
。
だ
が
、終
盤
に
守

備
の
乱
れ
も
あ
っ
て
相
手
の
攻
撃
を

抑
え
き
れ
ず
、七
回
に
二
死
走
者
な

し
か
ら
５
連
打
を
浴
び
、３
点
を
奪

わ
れ
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
守

り
を
重
視
し
て
い
る
チ
ー
ム
、そ
こ

を
徹
底
で
き
ず
、あ
と
一
歩
、押
し
切

れ
な
か
っ
た
。
得
点
し
て
も
追
い
つ

か
れ
、と
ど
め
の
一
本
が
出
な
い
。

初
勝
利
を
つ
か
も
う
と
粘
る
相
手
の

気
迫
に
根
負
け
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

甲
子
園
で
勝
っ
て
校
歌
を
歌
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、こ
の
大
舞

台
で
得
た
も
の
は
大
き
い
は
ず
で
あ

る
。
一
球
ご
と
の
大
歓
声
や
強
豪
と

戦
っ
た
経
験
。
蓄
積
と
し
て
80
人
の

チ
ー
ム
全
員
に
残
る
は
ず
で
あ
る
。

「
甲
子
園
は
簡
単
に
勝
て
る
場
所
で

は
な
い
」こ
の
経
験
を
無
駄
に
す
る

つ
も
り
は
な
い
。
更
な
る
前
進
の
た

め
、今
後
も
真
摯
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出

場
に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温

ま
る
ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

十
月
十
八
日（
金
）と
十
九
日（
土
）の

二
日
間
に
わ
た
り
、二
年
に
一
度
の
育
英

祭（
文
化
祭
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
色
咲―

自
分
の
色

で
咲
か
せ
よ
う―

」で
し
た
。「
咲
」と
い
う

漢
字
は「
笑
」の
古
字
で
も
あ
り
、花
が
開

く
と
い
う
意
味
の
他
に
、笑
う
と
い
う
意

味
も
持
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
や
部
活
動

の
仲
間
、先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
な
ど

多
く
の
人
た
ち
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

学
校
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
育
英
祭
を
盛

り
上
げ
て
い
く
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

ら
し
い
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
、ま
た
一

人
一
人
の
力
で
学
校
中
を
、さ
ら
に
は
世

界
中
を
笑
顔
に
し
て
ほ
し
い
、そ
ん
な
願

い
を
込
め
て
設
定
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
企
画
で
は
、限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

や
期
間
の
中
で
、ク
ラ
ス
全
員
が
案
を
出

し
合
い
協
力
し
な
が
ら
教
室
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、ク
イ
ズ
や
謎
解
き
、迷
路
や

ゲ
ー
ム
な
ど
精
一
杯
の
趣
向
を
凝
ら
し

ま
し
た
。
部
活
動
の
企
画
に
お
い
て
も
、

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
教
室
い
っ
ぱ
い

に
展
示
し
た
部
や
、こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
重
ね
、演
奏
や
演
技
を
披
露
し
た

部
が
あ
り
ま
し
た
。
和
の
伝
統
を
表
現

し
た
部
も
、科
学
の
最
先
端
を
追
究
し

た
部
も
あ
り
ま
し
た
。
屋
外
の
模
擬
店

に
も
常
に
行
列
が
で
き
て
い
て
、こ
の
二

日
間
、学
校
全
体
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

隔
年
開
催
の
た
め
一
・
二
年
生
は
初

め
て
、三
年
生
は
二
度
目
の
参
加
で
し
た

が
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
と
お
し
て
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る

場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
生
徒

会
企
画
で
あ
る「
育
英
グ
ラ
ン
プ
リ
」で

は
、ク
ラ
ス
や
学
年
の
枠
も
超
え
、一つ
の

目
的
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
、そ
し
て
全
員
が
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
く
れ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、開
催
に
あ
た

り
模
擬
店
や
展
示
、バ
ザ
ー
等
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
会
の
み
な
さ
ま
、

企
画
や
運
営
を
し
て
く
れ
た
新
旧
生
徒

会
総
務
お
よ
び
育
英
祭
実
行
委
員
、そ

し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た
来
場
者
の
み
な

さ
ま
、育
英
祭
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度

 

第
26
回 

育
英
祭
開
催

令
和
元
年
度

 

第
26
回 

育
英
祭
開
催

生
徒
会
顧
問
　
岡
田 

裕
樹
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『T

ake A
ction, now

』を
目
標

に
職
員
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
、一
人

一
人
の
希
望
進
路
実
現
に
向
け
て
こ

の
１
年
を
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

大
学
入
試
改
革
を
来
年
度
に
控
え
、

全
国
的
に
推
薦
入
試
受
験
者
が
増
加

し
、入
試
そ
の
も
の
が
難
化
し
て
い
る

状
況
で
す
が
、12
月
時
点
で
多
く
の
生

徒
が
希
望
進
路
実
現
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
で

は
地
元
の
群
馬
大
学
を
始
め
と
し
て

10
名
の
合
格
者
、私
立
大
学
で
は
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｃ
Ｈ
を
含
む
多
数
の
合
格
者
が
出

ま
し
た
。
ま
た
系
列
校
で
あ
る
育
英

大
学
、育
英
短
期
大
学
に
も
多
く
の

合
格
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

大
学
入
試
改
革
の
２
本
柱
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
た
、「
英
語
民
間
試
験
」、

「
国
語
・
数
学
の
記
述
式
問
題
」の
導

入
延
期
が
決
定
し
、全
国
の
高
校
現

場
そ
し
て
現
高
校
２
年
生
は
困
惑
を

隠
せ
な
い
状
態
で
す
。
新
入
試
で
は
、

報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
２

つ
の
点
だ
け
で
は
な
く
、主
体
性
等
評

価
に
つ
い
て
も
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。Ａ
Ｏ
入
試
は
総
合

型
選
抜
へ
、推
薦
入
試
は
学
校
推
薦
型

選
抜
へ
と
名
称
を
変
え
、試
験
内
容
に

お
い
て
は
学
力
試
験
を
必
須
と
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
形
態
も
学

科
試
験
・
小
論
文
・
口
頭
試
問
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、十
分
な
準
備

を
す
る
た
め
に
は
志
望
校
決
定
を
早

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
般

選
抜
に
お
い
て
も
、主
体
性
等
評
価
の

た
め
の「
活
動
報
告
書
」を
出
願
書
類

の
必
須
項
目
と
す
る
大
学
が
あ
り
ま

す
。
大
学
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
内
容
や

形
式
の
違
う
書
類
を
準
備
す
る
こ
と
は

こ
れ
ま
で
の
一
般
入
試
で
は
な
か
っ
た

こ
と
で
、受
験
生
に
と
っ
て
は
大
き
な
負

担
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
進

路
指
導
部
と
し
て
は
最
新
の
情
報
に
常

に
気
を
配
り
、生
徒
一
人
一
人
の
希
望

進
路
実
現
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
入
試
も
い
よ
い
よ
本

格
化
し
ま
す
。
多
く
の
３
年
生
が
希

望
進
路
実
現
に
向
け
、最
後
の
勝
負
に

挑
ん
で
い
ま
す
。
未
来
を
切
り
開
く
た

め
に
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
へ
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

進
路
指
導
部
主
任
　
渡
辺 

貴
弘

令
和
元
年
度

進
路
実
績
と
取
り
組
み

　

十
一
月
五
日
か
ら
三
泊
四
日
の
日
程

で
修
学
旅
行
Ⅰ
期
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
の
五
日
前
に
首
里
城
焼
失
と
い
う

衝
撃
的
な
で
き
ご
と
が
あ
り
、一
部
行

程
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

神
山
教
頭
を
団
長
と
し
て
、普
通
科
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ
類
、保
育
科
の
十
三
ク
ラ
ス
、生
徒

総
勢
四
四
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
修
学
旅
行
の
最
大
の
目
的
は
、

沖
縄
で
の
戦
争
の
歴
史
に
触
れ
、平
和

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
し
た
。
初
日

の
夕
食
後
に
は
吉
嶺
全
一
先
生
の
平
和

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
戦
を
少
年

時
代
に
経
験
し
た
先
生
か
ら
、直
接
体

験
談
を
聞
け
た
こ
と
は
、生
徒
た
ち
に

と
っ
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
二
日
目
は
ク
ラ
ス
別
に

平
和
祈
念
公
園
、ひ
め
ゆ
り
の
塔
、入
壕

体
験
等
を
見
学
し
、戦
争
の
悲
惨
さ
や

愚
か
さ
、平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
各
ク
ラ
ス
、沖
縄
の
自
然
と

文
化
を
感
じ
ら
れ
る
見
学
地
を
訪
ね

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、沖
縄
の

風
土
を
満
喫
し
、ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た

エ
イ
サ
ー
鑑
賞
で
は
琉
球
民
謡
・
舞
踊

を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、体
験
学
習

で
製
作
し
た
作
品
は
、世
界
に
一
つ
し

か
な
い
沖
縄
土
産
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

最
後
に
、行
程
中
体
調
を
崩
し
た
り
、

大
き
な
事
故
が
な
く
全
日
程
を
無
事

終
え
た
こ
と
は
何
よ
り
で
し
た
。
保

護
者
の
皆
様
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
回
見
学
で

き
な
か
っ
た
地
が
修
復
再
建
し
、い
つ

の
日
か
生
徒
た
ち
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

二
学
年
主
任
　
礒
田 

孝
寿

修
学
旅
行

陸
上
競
技
部  

古
澤
君

受
賞
者
代
表
お
礼
の
言
葉

　

こ
の
た
び
は
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
賞
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
目
標
に
向
か
っ

て
諦
め
ず
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

12
月
23
日（
月
）２
学
期
終
業
式
の

前
に「
優
秀
前
橋
育
英
生
」表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
優
秀
前
橋
育
英
生
」は
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
等
で
顕
著
な
成
績
を
お
さ
め

た
生
徒
に
対
し
後
援
会
か
ら
送
ら
れ

る
制
度
で
す
。

　

今
年
度
は
以
下
の
生
徒
・
団
体
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
23
日（
月
）

12
月
23
日（
月
）

優
秀
前
橋
育
英
生
表
彰

優
秀
前
橋
育
英
生
表
彰

陸
上
競
技
部

古
澤 

一
生（
２
年
）

南
部
九
州
総
体
２
０
１
９ 

棒
高
跳　

優
勝

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９

  （
第
74
回
国
民
体
育
大
会
）少
年
男
子
Ａ

 

棒
高
跳　

優
勝

ボ
ウ
リ
ン
グ

渡
辺 

莉
央（
３
年
）

第
20
回
ア
ジ
ア
ス
ク
ー
ル

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会　

優
勝

送
無
線
部

大
林 

菜
（々
３
年
）

２
０
１
９
さ
が
総
文
祭 

朗
読
部
門　

出
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

羽
鳥
寧
里（
３
年
）

２
０
１
９
さ
が
総
文
祭

 
活
動
報
告
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
出
場 令和元年度優秀前橋育英生 表彰式

（左から）羽鳥さん・大林さん・渡辺さん・古澤君

　

四
年
連
続
５
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

「
群
馬
大
会
で
夏
の
４
連
覇
は
史
上

初
」各
方
面
か
ら
聞
こ
え
た
フ
レ
ー

ズ
、日
を
追
う
ご
と
に
音
量
が
上
が

る
。
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
見
事
撥

ね
の
け
、決
勝
で
は
盤
石
の
試
合
展

開
で
勝
ち
き
っ
た
。
群
馬
大
会
史
上

初
の
４
連
覇
達
成
で
あ
る
。

　

今
チ
ー
ム
は
昨
秋
、今
春
の
県
大

会
で
優
勝
し
、関
東
大
会
に
出
場
し

た
。
し
か
し
、い
ず
れ
の
大
会
も
自

分
た
ち
の
野
球
が
で
き
ず
、悔
し
い

敗
戦
を
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
〝

結
束
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
臨
ん
だ
夏

の
群
馬
大
会
。
大
会
序
盤
で
感
じ
た

噛
み
合
わ
せ
の
違
和
感
も
、試
合
を

重
ね
る
ご
と
に
修
正
さ
れ
、決
勝
の

前
橋
商
業
戦
は
完
勝
で
あ
っ
た
。
夏

決
勝
の
前
橋
対
決
は
九
年
ぶ
り
。
球

場
に
は
今
大
会
最
多
の
約
一
万
人
が

詰
め
か
け
た
。
先
制
、中
押
し
、ダ
メ

押
し
で
得
点
、守
っ
て
は
相
手
打
線

を
３
安
打
に
抑
え
完
封
。
ま
さ
に
、

自
分
た
ち
の
野
球
で
勝
利
、甲
子
園

出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
第
３

日
、一
回
戦
、國
學
院
久
我
山（
西
東

京
）と
対
戦
し
た
。
序
盤
、攻
撃
で
主

導
権
を
握
っ
た
。
一
回
に
１
点
を
先

制
、二
回
も
敵
失
絡
み
で
１
点
を
加

え
た
。
三
回
に
同
点
と
さ
れ
た
も
の

の
、五
回
に
３
連
続
適
時
打
で
２
点
、

六
回
は
長
打
で
１
点
を
追
加
、再
び

優
位
に
立
っ
た
。
だ
が
、終
盤
に
守

備
の
乱
れ
も
あ
っ
て
相
手
の
攻
撃
を

抑
え
き
れ
ず
、七
回
に
二
死
走
者
な

し
か
ら
５
連
打
を
浴
び
、３
点
を
奪

わ
れ
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
守

り
を
重
視
し
て
い
る
チ
ー
ム
、そ
こ

を
徹
底
で
き
ず
、あ
と
一
歩
、押
し
切

れ
な
か
っ
た
。
得
点
し
て
も
追
い
つ

か
れ
、と
ど
め
の
一
本
が
出
な
い
。

初
勝
利
を
つ
か
も
う
と
粘
る
相
手
の

気
迫
に
根
負
け
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

甲
子
園
で
勝
っ
て
校
歌
を
歌
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、こ
の
大
舞

台
で
得
た
も
の
は
大
き
い
は
ず
で
あ

る
。
一
球
ご
と
の
大
歓
声
や
強
豪
と

戦
っ
た
経
験
。
蓄
積
と
し
て
80
人
の

チ
ー
ム
全
員
に
残
る
は
ず
で
あ
る
。

「
甲
子
園
は
簡
単
に
勝
て
る
場
所
で

は
な
い
」こ
の
経
験
を
無
駄
に
す
る

つ
も
り
は
な
い
。
更
な
る
前
進
の
た

め
、今
後
も
真
摯
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出

場
に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温

ま
る
ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


